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シンポジウム報告書

震災子ども支援室は、ある個人の年1200万円10年間の寄附を原資とし、
その他多くの方々の寄附をいただいて活動しています。
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開会の辞

東北大学大学院教育学研究科長の八鍬と申します。

本日は、三連休中にもかかわらず足をお運びいただ

きまして、誠にありがとうございます。東北大学はこ

の連休明けの 25 日から入学試験ということで、黄色い

線などがいろいろ張っておりまして物々しい雰囲気で

大変申し訳ない次第でございますけれども、ようこそ

東北大学へおいでいただきました。感謝申し上げます。

既にご承知のことではありますけれども、震災子ど

も支援室“S－チル”は 2011 年の震災以来足掛けいよいよ 10 年目ということになりました。

この間、“S－チル”の S は何かということをよく聞かれましたが、それは、「子どもたちの

健やかな成長と幸せを支える」ために、S をいっぱい使っているということです。

継続的にこのような事業が続けてこられましたのは、本日ご出席いただきました皆様の支

え、それから、ご寄附をいただいた方の篤志によるものでございます。

本日は 3 名の先生方に講師をお願いいたしまして、充実したシンポジウムとなると確信を

しております。ぜひ皆様には今回、または今後とも継続的にご参加及びご協力をお願いする

次第でございます。本日はどうもありがとうございました。

東北大学大学院教育学研究科長・教育学部長

八鍬 友広
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心理士が心に留めてきたこと

令和になって初めての年にも、大災害はやってきま
した。9 月の台風 15 号、10 月の台風 19 号、そして 21
号と、日本列島は豪雨被害にみまわれました。記録的
豪雨と河川の浸水被害が繰り返された地域もありまし
た。大水害が町を襲い、人々の生活の全てを飲み尽く
してしまう様に、またしても心の中で脆くも崩されて
いくものを感じずにはいられませんでした。被害に遭
われた方々に、心よりお見舞い申し上げます。一日も
早く心穏やかな日々がやってくることを願うばかりで
す。

事件や事故、災害など、こころに大きなストレスのかかる局面に、心理士がかかわること
が多くなっています。東日本大震災の後にも、多くの心理士が支援に携わってきました。

所属や立場の違いはあるとしても、またそれぞれのアプローチには違いがあるとしても、
心理士が目を向けるもの、心に留めるものには共通のものがあるように思います。それぞれ
の場で心理士は何を感じながら、どのように被災地で活動してきたのでしょうか。

今回のシンポジウムでは、震災後から現在まで、被災地の子どもとその保護者、あるいは
支援者に対応してこられた 3 名の心理士の方々をお迎えしました。児童家庭支援センターの
心理士である大和田さんは、震災後、様々な外部からの刺激に揺さぶられながらも、人のつ
ながりに力を借り、力を尽くしてこられました。そして今、「“人事異動があっても天災があっ
ても機能する地域資源”との関係は、通常からの連携体制の中にある」と私たちに教えてく
れます。被災自治体の乳幼児健診の心理士を務めてこられた二井さんは、その地で働く（働
いてきた）人たちの中に、自分をどのように組み込んでいくのかということを繰り返し考え
てこられました。そしてそれは、自分の中にある“構え”を見つめ直すことと伝えてくれま
した。被災地のスクールカウンセラーとして勤務されてきた鈴木さんは、出来ないことに気
づき、出来ることを探しながら、少しでも生徒のための支援となる方法を模索し、その場に
馴染むまでに「3、4 年」とお答えになります。3 名の心理士の方々の土台には、時間をかけて、
石をひとつひとつ積み上げるように作られた“実感”があることを感じました。それは、“見
て、聞いて、考えて、行動して、振り返って、実感する”ことを繰り返しながら、出来るこ
とを見つけていく粘り強い支援の姿だと思います。

今からでも、どのような場に身をおいていても、そしてわずかずつであっても、自分の活
動の中に活かしていきたいと思ったシンポジウムとなりました。現在、日本のみならず、全
世界が、新型コロナウイルス感染の脅威に直面しています。なおさら日常を大事にして、出
来ることを続けていきたいと思います。

令和 2 年 6 月

震災子ども支援室“S－チル”室長
加藤 道代
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講師プロフィール
〈資格〉臨床発達心理士
〈所属〉社会福祉法人大洋会 児童家庭支援センター大洋
　　　支援相談員兼心理療法士
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本日の内容
皆さん、こんにちは。社会福祉法人大洋会 児童家庭

支援センター大洋（以下、児家セン大洋）で、支援相
談員兼心理療法士として働いております、大和田綾子
と申します。

本日のご報告は、「活動を通して子どもの変化から感
じること」と題しましたが、私たちの児童家庭支援セ
ンター（以下、児家セン）の活動は震災に特化して活
動している場所ではありません。震災前から地元にも
ともとあった資源のひとつで、岩手県大船渡市を拠点
にしながら、お隣の陸前高田市と住田町を活動拠点に
している小さな施設です。私はそこで働きながら、震

災後も、様々なお子さんや親御さんとお会いしました。主観的な内容になってしまうかもし
れませんが、お話しをさせていただきます。

本日の流れをご説明します。まず、自己
紹介をします。次に、私の仕事、また、児
家センをご存じない方もいらっしゃるかと
思いますので、そのご紹介をします。それ
から私たちのセンターの活動内容について
お伝えし、震災前後の様子、またこれまで
の子どもたちとの関わりの中で感じたこと
についての順にお話ししていきたいと思い
ます。

では、最初に、自己紹介をします。青森
県出身です。大学入学を機に岩手県に来ましたので、青森県と岩手県で過ごした年月が今、
だいたい人生の半々くらいになったところです。

大学卒業後、現在所属している法人の児童養護施設に配属になり、心理療法士として 7 年
間働きました。平成 22 年 4 月に今、働いている児家センに異動になり、陸前高田市の担当
になりました。それから 1 年が経とうとしていた平成 23 年 3 月 11 日に東日本大震災に遭い
ました。

Ⅰ．児童家庭支援センターの概要
児家センをあまりご存じない方も多いか

と思いますので、簡単にご説明しますと、
児童福祉法改正によって定められた相談支
援事業を行う児童福祉施設です。

全国児童家庭支援センター協議会には現
在、私たちのセンターを含め計 132 のセン
ターが加入しています。青森県内に 1 ヶ所、

児童家庭支援センターとは？

・児童福祉法改正によって定められた相談支援事業
を行う児童福祉施設。

・2019年9月1日現在、132センターが加盟してい
る。

《事業内容》設置運営要綱(厚労省児童家庭局長通知)より

①地域・家庭からの相談に応ずる事業
②市町村の求めに応ずる事業
③都道府県または児童相談所からの委託による指導
④関係機関等との連携・連絡調整
⑤里親を支援する事業

２

おはなしの内容

・自己紹介

・わたしの仕事について
児童家庭支援センターの紹介、活動内容

・震災がもたらしたもの

・子どもの変化から感じること

1
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岩手県内には大船渡の 1 ヶ所、宮城県には気仙沼市に 1 ヶ所、山形県内に 2 ヶ所、今年度、
福島県内に 2 ヶ所できましたので、東北には合計 7 つのセンターがあります。

事業内容は、①地域・家庭からの相談に応じる事業、②市町村の求めに応じる事業、③都
道府県または児童相談所からの委託による指導、④関係機関との連携・連絡調整、⑤里親を
支援する事業の 5 つです。どのセンターも地域のニーズに合った活動をされていますので、
各センターによっていろいろな形態があるかと思います。

Ⅱ．児童家庭支援センター大洋について
　1．概要

児家セン大洋は、平成 13 年 8 月に開所し
ました。最初は、所長と相談員と心理療法
士の男性 3 名でスタートしました。私は平
成 14 年 4 月に所属の法人に入職しましたが、
当時は、本当に出来たてほやほやの状態で
した。

現在の体制は、所長は１名で本体の児童
養護施設の園長が兼任しています。その他
に、心理療法士と相談員が各 1 名ずつ、支
援相談員兼心理療法士が 2 名おりますので、
所長を含めて計 5 名、実働 4 名の状況です。

対象地域は、大船渡市と陸前高田市、住田町です。「気仙地域」と呼ぶこともありますが、
岩手県の沿岸南部という括りになるかと思います。その中でも、2 市１町という狭い地域に
なります。気仙地域で事業をされているところは、だいたいこの 2 市 1 町を対象にして活動
されている施設が多いです。

児家セン大洋では、心理療法士という肩書ではありますが、相談の対応もしますので、心
理職 3 名が 2 市 1 町のそれぞれの相談担当窓口となって活動しています。

　2．相談方法及び相談内容、活動内容
相談方法は、電話、来所、訪問ですが、

地域柄、相談の大半は訪問対応です。
相談の内容や活動については、先ほどの

事業内容のご紹介でもご説明しました通り、
1 番は、ご家族からの相談です。ご本人か
らの相談もありますが、内容は、子どもの
発達や養育、大人が子どもへの対応で困っ
ていることへの対処方法のご相談などです。
不登校に関するご相談もあります。

市や町からの求めとしては、例えば健診
時の相談対応のお手伝いや児童発達支援事業、療育教室に関することが挙げられます。心

児童家庭支援センター大洋

・H.13.8月開所
所長、相談員、心理療法士の３名でスタート

↓

所長（児童養護施設園長が兼務）、
心理療法士１名、相談員１名、
支援相談員兼心理療法士２名 計５名

・対象地域：大船渡市、陸前高田市、住田町
心理職が地域担当となり、相談窓口に

3

児童家庭支援センター大洋

・相談方法：電話、来所、訪問
→地域柄、訪問に力を入れている

・相談内容、活動内容：
ご家族からの相談

…発達、養育（対応、対処）、不登校など

市町からの求め
…健診時の相談対応、児童発達支援事業の補助

検査依頼、保育所訪問の同行など

他機関連携
…各種会議・連絡会や、要対協への参加など

4
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理士を派遣して子どもさんの見立てを行っ
たり、コンサルテーションをしたりしてい
ます。その他には、検査の依頼もあります。
各自治体に、就学指導委員会、教育支援委
員会といった名称のものがあるかと思いま
すが、そうしたところから検査の依頼や、
調査員としての依頼をいただいています。
保育所への訪問に同行することもあります。
他機関との連携に関しては、各種会議や連
絡会、要保護児童対策地域協議会への参加
も行っています。ですので、ソーシャルワークと心理的なサポートの両方を行っている施設
となっています。

子どもたちへの心理的なサポートはもちろん、子どもたちを取り巻く人や環境への働きか
けが必要なケースがとても多くあります。例えば、不登校のお子さんへの支援ですと、お子
さんから直接お話を聞いても、それだけで改善するということは非常に難しいので、周りの
方々の力をお借りしながらケースを進めています。ですので、児童家庭センターだけでは解
決できないことが多く、他機関との連携は欠かせません。

Ⅲ．児童養護施設と児童家庭支援センターの違い
児童養護施設と児家センの違いについて、

お話しします。先ほど少しお話ししました
が、児童養護施設の対象は入所児童ですの
で、児童相談所から措置をされてきた児童
に対して施設の職員がチームでケアをして
います。

スライドに記した「＋α」について、ご
説明します。おそらく他の施設でもあるこ
とかと思いますが、我々の本体施設である
大洋学園は、地域の行事に参加させていた
だいており、地域の大人の方々も、子どもたちに対して親しい関係で接して下さっています。
お聞きになられたことはあまりないかと思いますが、大船渡市内には「五年祭」という 4 年
に 1 回の地域のお祭り行事があり、学園の子どもたちも踊り手として参加したり、職員も踊
りや笛など、何らかの役割で参加したりしています。他にも、年に 1 回、町民運動会があり
ます。地域全体の子どもは少なくなってきていますが、大洋学園には子どもがいつもたくさ
んいますので、他の地域から、「ちょっと力を貸してくれない？」と言われて派遣すること
もあります。ですので、大洋学園は、子どもたちが職員のサポートだけではなく、プラス地
域の方からもサポートされながら生活している施設となっています。

一方、児家センの対象は、地域の児童とそのご家族です。その他に、そうした子どもたち
に関わる方々、例えば民生委員や主任児童委員、スクールガードの方もいらっしゃいます。

（つづき）

・ソーシャルワーク、心理的なサポート、両
方をしていく。

・個への心理的なサポートはもちろん、
それを取り巻く人、環境への働きかけが必

要なケースが多い。
⇒児家センだけでは解決できないことが多

く、他機関との連携が欠かせない。

5

児童養護施設と
児童家庭支援センターの違い

・児童養護施設では…
対象：入所児童（児相からの措置児童）
体制：施設職員（チーム）でケア＋α

・児童家庭支援センターでは…
対象：地域の児童及びそのご家族、

子どもに関わる方、機関
体制：児童に関わる人と共にケア

（親御さん、ご家族、学校、家児相等）

6
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家庭児童相談員さんからのご相談もあります。ですので、体制としては、児童に関わる方々
と一緒にケアをさせていただいています。当然ながら、親御さんのご協力も必要になります
ので、そこに関しては、こちらでも丁寧に対応しています。

Ⅳ．震災の前後
　1．震災前

震災が発生したのは、児家センに異動に
なって 1 年も経たない頃でした。それまで、
私は新しい業務に慣れるために必死でした。
実務的なことはもちろん、そもそも児童養
護施設の中でしか働いたことがありません
でしたし、他県出身の私が、誰も私のこと
を知らない地域に出向いて何ができるのか
も考えながら、仕事に慣れるのに本当に必
死でした。どこに何があるのか、時間がど
のくらいかかるのか、といった地理的なこ
とに関しても、出歩いてみないと分かりませんでした。

その他、機関、地元資源に関しても、どこに何があるかはもちろん、そこが何をする場所
なのか、どのような役割の人がいるかといったことを把握する必要もありました。さらに、
そこで働いている人や窓口の人を紹介していただいて繋いでもらい、「必要な時にはこの人
に言えばいいんだ」ということを覚えながら回って歩いた 1 年目でした。このような感じで
したので、地域の方に大変助けられ、育てられた 1 年目でした。これに関しては、現在でも、
地域の方に支えられて今があると感じています。

　2．震災後
震災後も、基本的な活動内容は変わりま

せんでした。地域のお子さん、あるいはご
家族、地域の方からのご相談に乗るという
活動は同じでした。ただ、発災当初には、
市内の避難所や障害者施設に行きました。
大人の方への心のケアというと大げさです
が、少しでも気持ちを楽にしていただける
ように、傾聴をしたり、必要な場所に繋い
だりといったことをしました。震災から 1
週間ほど経ってから、陸前高田市に行ける
ようになりましたので、それからは毎日、児家センや児童養護施設だけではなく、法人内の
他施設からも必要に応じて複数の職員が行って活動し、帰って来るという毎日を送っていま
した。

陸前高田市では、他県から様々な職種の方が応援にいらっしゃっていました。医療チーム

震災前…

・異動後の業務に慣れることに必死
実務
場所／どこに何がある？、所要時間は？
機関、地元資源／

何をする場所か、どんな役割なのか
人／市福祉相談員、市教委指導主事、

関係機関の窓口となる人

★どの機関（人）が何をする場所（役割）か

⇒地域の方に助けられ、育てられた。

7

震災後…

・基本的な活動の内容は変わらない

・発災当初は、市内の他施設（避難所、障が
い者施設）や陸前高田（避難所内各所）へ

・陸前高田では、他県から多職種の方が応援
で出入りしていた（医療、保健師、福祉など）

→心のケアチーム（複数都県からの精神科、
児童精神科で構成）に入れてもらう

各チームの入れ替えごとにつなぎの役割

ケアが必要な子どもの把握
8
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「DMAT」の方々の他、保健師さんがチームを組んで 1 週間とか 3、4 日での交替で活動さ
れていました。福祉分野のチームの派遣もありました。

私たちは、心理職の強みを生かせるように、「心のケアチーム」に入れていただきました。
そのチームは、東京都など複数の県外から派遣された、精神科や児童精神科の医師やコメディ
カルスタッフ（医師以外の医療関係者）で結成されていました。はじめはどのように接して
いくか戸惑いましたが、周りのサポートもあり私たちのような地元の施設職員ができること
も、だんだんと分かってきました。例えば、チームの入れ替えがある度に前チームの動き等
を次のチームに伝える役割を果たす、土地勘があるので、「ここからは何分くらいで行けます」
とお伝えする、そういったお手伝いをしていました。

最初は精神科の先生方が多かったです。何チーム目か後に、児童精神科のチームが継続的
に派遣されてきました。保健師さんから繋がるケースが多いので、子どものケースの場合は、

「一緒に行きたいです」とこちらからはっきりとお伝えし、一緒に連れて行ってもらい、ケ
アが必要なお子さんの把握をできるように同行させてもらっていました。

Ⅴ．震災がもたらしたもの
　1．マイナス面

様々なことを経て、現在、震災から 9 年、
10 年目になろうとしています。非常に個人
的、また主観的ではありますが、震災がも
たらしたものはいろいろあると思っており
ます。近しい人との死別もありました。一
緒に働いていた方でしたので、悲しみは今
でも癒えておりません。ですが、その方の
支えがあったから出来るようになったこと
もありましたし、その方だったらどのよう
に考えるかを浮かべることを時々しながら、
私は今も働き続けています。

あとは、大混乱でした。市内の様々なものが崩壊し、損失しました。良い意味でも悪い意
味でも、外部からの刺激がありました。ですので、その度に感情が揺さぶられました。震災
から 5 年ほど経ってある研修に参加したのですが、その時、講師の先生が、「5 年だと、ま
だ混乱している状況なんじゃないかな」と話されました。私自身は 5 年も経っていて、日常
業務にも戻っておりましたので、「そろそろ被災者と思われたくない」という気持ちでしたが、
その言葉を聞いて肩の荷が少し下りたというか、すーっと自分の中に入って来たのを覚えて
います。ですので、今、振り返ると、あの時は私自身もやはりまだ混乱していたのだと思い
ます。

気仙地域だけではないと思いますが、住民の流出で、高齢化や働き手不足の加速が進んで
います。それは、はっきりと目に見えます。

気仙地域にはもともと高校までしかなく、専門学校に進学するためには内陸の方まで行く
必要がある地域です。

震災がもたらしたもの

個人的主観ですが…
★マイナスなこと

・近しい人との死別（癒えない）
・大混乱／市内の様々なものが崩壊、損失、

外部からの刺激、感情
・住民の流出（高齢化、働き手不足の加速）
・以前の街並みの記憶が薄れてきた

（忘れてきていることに悲しくなった）

9
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ですので、高校生は卒業したら、働くか、進学して外に出るかのどちらかで、帰って来る
保証はないという状況です。

新聞などを見ていると、「外で学んだら、地元に帰ってきてそれを活かしたい」といった
ことを言ってくれる子どももたくさんいるようです。全くの主観的、個人的な考えですが、
そういった考え方に縛られることなく、それぞれがやりたいことや目指したいものに向かい、
伸び伸びとやってもらえればいいではないかと思っています。そして、その先の人生で地元
のために何かを活かすというのもアリなのではないかと考えています。実際に、何年か経っ
てから、例えば子どもを持ってからとか、ある程度手に職を付けてから、または 30 代になっ
てから地元に戻って来られる方もいらっしゃいますので、外に出たから地元愛がないわけで
はないと思います。

同僚とも話したのですが、以前の街並みの記憶が薄れてきたと感じることがあります。
「『〇〇』っていうお店、この辺にあったよね ? あのお店の隣、何だったっけ ?」という感じです。
記憶が薄れてきて、忘れてしまうことを悲しんでいる自分がいます。

　2．プラス面
悪いこともあれば、良いことも絶対にあ

ります。1 番良かったことは、人との出会い
でした。派遣などいろいろな形で様々な方
が来られ、刺激になりました。多様な考え
方に触れ、「地元にもう少しこういうのがあ
るといい」と感じたり、実際にそれができ
るかどうかは別として、「そういうやり方も
あるんだな」と思ったり、いろいろな刺激
を受けました。

一時的なのか定住なのかは分かりません
が、他県から移住された方々もいらっしゃいます。陸前高田市には比較的多くいらっしゃい
ます。大きい団体からの支援の派遣は 5 年で終わりでしたので、「この地域はこの後、どう
なるんだろう」とか、「支援者がいなくなって、どうなるんだろう」という不安が以前、確
かにありました。ですが、その後も残って下さる方がいらっしゃいましたし、またそれまで
に土台をしっかりと作ってもらったからこそ、その後もやっていけているという場所もあり、
そこは 1 番の強みになったと思っています。

新たな街並みもできてきています。ごく最近になって、駅舎らしい駅舎が完成しました。
以前はバス停に屋根が付いただけのものでした。また、中心地が少しずつできてきたり、区
画整理が進んだり、新しい道路が整備されたりもしています。1 か月ごとに道が変わってい
たのですが、それもだんだんと安定してきています。

関係者ともより深い絆を結ぶことができたと思います。現在、児童虐待の問題ではいろい
ろ取り沙汰され、「市は何をやっているんだ」とか、「児童相談所は何をやっているんだ」と
か、言われています。今、虐待通告は一義的に市町村が窓口になっていますが、子どもの見
守りは市だけでやるのではなく、様々な機関が役割を受け持ち、見守りもできるチームを市

震災がもたらしたもの

個人的主観ですが…
★プラスなこと

・人との出会い（宝物）、様々な考え方
・他県からの移住者（一時的？ 定住？）
・新たな街並み（少しずつ見えてきた）
・関係者と より深い絆

10
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内で作る「要対協」、正しくは要保護児童対策地域協議会があります。その「要対協」の形
がだんだんと出来てきて機能してきたこともプラスになっています。ただ、当然ながら課題
もありますので、まだまだ途上であるとは思います。

Ⅵ．子どもたちの変化
子どもたちも変化しました。震災直後で

すと、皆さんもお聞きになられたことがあ
ると思いますが、地震に敏感だとか、「震災
ごっこ」をする、津波の絵を描く、といっ
たお子さんに関する相談がありました。「で
きたことができなくなった。どうしよう」
とか、トイレに行くのが怖いとか、夜、寝
るのが怖いけれど、目が開いたまま、なか
なか眠れないとか、そういったこともあり
ました。それらに関しては、「子どもの不安
の外在化である」、「子どもなりに状況を受
け止めようとしている」ということを様々
な研修でも取り上げ、お話もしていただい
たりして、ずいぶん軽減されたところがあ
るのではないかと思っています。

登校、登園を渋る子どももいました。今
でも不登校のお子さんはもちろんいますが、
分離不安がやはり大きい要素になり、離れ
ている時に怖いことが起こった、お母さん
やお父さん、ご家族と離れている間に何か環境が変わってしまったことで、漠然とした不安
に駆られてしまうという現象が起こりやすかったと思います。ですが、その子ども自身の安
心、安全を考えていくと改善していったりしました。いろいろな研修で、子どもによってそ
のペースが違うとも伝えられましたので、地元の人たちもそれでずいぶん救われたところが
あります。

震災で大切な人を亡くした子どももいます。親御さんを亡くしたお子さんもいますし、一
緒に住んでいたおじいちゃんやおばあちゃん、あるいはお友達、同級生を亡くした子どもも
います。また、津波で大事にしていたものやペットを失ったなど、いろいろな状況がありま
した。年齢によって死の受け止め方が違うので、例えば発災当初に乳児だったお子さんが現
在、小学生や中学生になり、そういった状況をこれからどう受け止めていくのかということ
もあります。私たちはその経過が大事だと思っていますので、その子が話してもいい環境や
話せる場面の確保をできるように働きかけることもあります。周囲の大人も悲嘆している場
合もありますので、そこにも注意しながら大人にも必要に応じてサポートをしています。

先ほど登園、登校渋りについて触れましたが、これは多かったです。子どもにとっては、
親御さんが 1 番の安心、安全の材料・存在になりますので、親御さんへは「最初は離れがた

子どもたちの変化

▶地震に敏感な子

▶震災ごっこする子、津波の絵を描く子

▶できたことができなくなった（トイレなど）
⇒不安の外在化、受け止めようとしている途中

▶登校・登園しぶりした子
⇒分離不安によるもの

⇒その子自身が安心・安全を感じながら改善
子どもによって回復のペースが違う

11

子どもたちの変化

▶震災で大切な人を亡くした子
年齢による、死の受け止め方の変化

⇒経過が大事
その子が話しても良い場面や話せる環境の確保
周囲の大人も悲嘆している場合があるので、
大人へも必要に応じたサポートを

12
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いけれど、距離を置いても少しずつだんだん大丈夫になってくるから」と変化の見通しをお
伝えしたり、「今日は頑張って来たね」と声をかける、お子さんが帰ってきたら、ギューッ
と抱きしめる時間を確保する、といった具体的な方法を伝え、実践してもらい、親御さんと
一緒に子どもの変化を見ていくことで大人の方をサポートし、また子どもにも「頑張ったね」
といった声掛けをすることで、子どもたちは徐々に回復していきました。

震災後、地域で見守ってきたお子さんが、何年か経って繋がってきたケースもありました。
それまでに、別のケースや様々な機会につながった方もおり、そのつながりの中で紹介され
たお子さんでした。行政、学校等関係機関、地域の方々と連携し、少し先の見通しをつけな
がら、その子のペースを大事にしながら関わりました。しかし、児家セン大洋だけではその
お子さんの最終目標、目指すものまでのサポートが難しく、機関連携、地域の方々の協力が
あったからこそ、子どもに寄り添い、子どものペースに合わせたサポートができたと感じて
います。

子どもの成長によって、課題やニーズが変化してきます。それに伴って、必要な資源もま
た変化します。児家セン大洋では、子どもや保護者に寄り添い、その時々の課題に対して一
緒に考え、一緒に取り組んでいます。それは、その子の回復や成長のペースを大事にするこ
とが肝心なことだと考えるからです。ニーズによっては、児家セン大洋で出来ないこともも
ちろんありますが、その時は、どこへつなぐか、どこと協働・連携するかを考えます。地域
に資源全てが整うことは難しいので、どの機関や場所が、その課題やニーズに対して一緒に
取り組んでいけるか、当事者の力になれるかを第一に考え動きます。

心のケアもまた、経過が大事であると考えています。年齢の目安にとらわれ過ぎず、必要
になった時に扉を叩いてもらえるように、「いつでもここにあるよ」という安心材料のよう
なものになることが大事なことなのではないかと思っています。
（緊急対応をする機関は、また別の機能があるので、この限りではないと思います。）

Ⅶ．子どもたちの変化から感じること
子どもの変化から感じるのは、やはりそ

の子自身のペースを大事にする、というこ
とを大前提として、ケースに関わっていか
なければならないということです。寄り添
い、伴走者となります。もちろん気持ちは
受け止めるのですが、何もしないと何も始
まらないので、まずはやってみてどう思っ
たか、良くも悪くも教えてほしい、という
ことをしています。現実的には年齢を重ね
ていきます。例えば学校に通っているお子
さんですと、宿題のように、必ずやらなければいけないことがありますので、その優先順位
に関しては本人や保護者と話し合いをした上で決めたり、ある程度の期間やってみてどう
だったかを検討しながら進めていければベストなのではと考えています。

子どもが健全に育つためには、養育者の心の健康も大事だと常々感じています。直接会っ

子どもたちの変化から感じること

・その子のペースを大事に
寄り添い、伴奏者、気持ちを受け止めつつ後押し

⇔日常の“やらなければならないこと”
優先順位は本人や保護者と話し合いをした上で決

め、ある程度の期間やってみてどうだったか検討する

・子どもの支えをバックアップ
子どもが健全に育つには、養育者の心の健康も大

事！

13
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たのは親御さんだけというケースも中には
ありますが、結果として、子どもの状況が
実際に好転していれば、それでも OK と考
えています。
「地域の良い連携」について、地域、地域

と私は連発しますが、やはり私は地域の良
い連携が、安心できる子育て環境になると
思っています。私たちとしては、当事者の
ために必要な時に必要なことをできるよう
に、地域資源を把握することが大事ですが、
地域にあったらいいな、と思っているものがないときには、それを誰が、どのように補うか
を把握するのも重要だと考えています。私たちも自分たちでできることはもちろんしますが、
できないこともたくさんあります。できることには限界がありますから、他機関の力を借り
る、繋げるといったことを支援の一環に入れることも大事だと思っています。

特に、機関にあることですが、震災の有無に関わらず、体制が通常からシステム化してい
ると、人事異動は必ずあります。ですが、天災があっても、人事異動があっても、繋ぎさえ
丁寧に行っていれば必ず機能するシステム作りができます。さらに、お互いの顔が分かって
いると、より繋がりやすい、相談しやすいシステムになると思っています。そうすれば、子
どもだけではなく、どんな人にも優しい社会になると考えています。

ご清聴、ありがとうございました。

子どもたちの変化から感じること

・地域の良い連携が、安心できる子育て環境に
当事者にとって必要な時に、必要なことができるた

めには、地域資源を把握しておく。
自分でできることも大事だが、他機関の力を借りる、

つなげることも視野におく。
つなぎは丁寧にする。

通常から体制がシステム化していると、人事異動が
あっても、天災があっても、機能しやすい。

顔が分かり合っていると、よりつながりやすい。

⇒どんな人にも やさしい社会に

14
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本日の内容
こんにちは。二井奏子と申します。本日、こちらで

皆様の前でお話しさせていただく機会をいただき、あ
りがとうございます。

本日の内容については、このような形で考えており
ます。私は東日本大震災の翌年から、県内の沿岸地域
の乳幼児健診に、心理士として関わらせていただいて
おり、拙い内容ではありますが、そこで感じたことを
お伝えしたいと思います。

震災からもうすぐ 9 年が経ちますので、実際のとこ
ろ、沿岸地域の町の健診でお母さん方や保健師さんと
話しても、震災の話が出ることはほとんどなくなって

います。
先ほど大和田さんのお話を伺いましたが、大和田さんは当時、大混乱の真っ只中におられ、

大事な方も亡くされたということでした。私の場合は少し距離を置いたところにおりました
ので、それは本日の私の報告の内容にも反映されているのではないかと思います。

震災から 9 年が経ち、私自身もだん
だんと心構えのようなものも薄れてき
ているのではないかと思いながら、本
日の報告の内容を考えました。ですの
で、今回は、震災の影響がどのように
親子に今も潜んでいるか、どれだけそ
の影響が大きいものだったか、といっ
たことを私なりに認識させていただく
機会となりました。

本日、3 つほど例を挙げてお話しす
る部分がありますが、プライバシーを
守るために個人が特定できないように修正を加えております。また、詳細は省き、ごく大ま
かな話をしたいと思います。

Ⅰ．乳幼児健診における心理相談
　1．概要

私が担当しております心理相談の内容について、ご紹介したいと思います。
私は 2 ヶ所の派遣元から乳幼児健診に派遣していただいています。1 つは、このシンポジ

ウムを主催して下さっている東北大学大学院教育学研究科震災子ども支援室“S－チル”さ
んの心理士派遣事業です。もう 1 つは、宮城県の「子どもの心の健康サポート事業」で、そ
ちらからも乳幼児健診に派遣していただいています。

1 つ目の“S－チル”さんからの派遣に関しては、南三陸町の 1 歳 6 か月児健診を担当して
います。健診と育児相談で合わせて年に 5 回から 7 回ほど南三陸町に行っています。その他、

本日の内容

１．乳幼児健診における心理相談の概要

２．相談内容とその傾向

３．被災沿岸地域の相談の特色

４．心理相談で留意していること

５．健診スタッフとして留意していること

６．まとめ
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山元町の発達相談にも行っております
が、ここに書いている育児相談や発達
相談というのは乳幼児健診とは別で、
予約制の個別相談ですとか、個別相談
がないときは保育所や幼稚園に巡回相
談で行っています。

2 つ目の、県の「子どもの心の健康
サポート事業」に関しては、平成 24
年度から山元町の 3 歳児健診に行って
います。年 6 回、行っています。それ
が中心の活動ですが、平成 24 年度と
25 年度には他の市にも行かせていただいたことがありました。「子どもの心の健康サポート
事業」は震災から半年後の平成 23 年 9 月に、県内 7 つの市町で始まりました。だんだんと
それぞれの自治体で心理士が調達できるようになったり、他の機関から心理士が派遣される
ようになったりして、現在は南三陸町、東松島市、山元町の合計 3 つの市と町のみに派遣さ
れているそうです。

　2．地域の特色
私の主観も入っておりますが、それ

ぞれの地域の特色について少しお話し
したいと思います。山元町と南三陸町
は人口規模がだいたい同じぐらいの町
です。こぢんまりとした、とてもすて
きな町です。ともに震災後、大幅な人
口減がありました。それから、農業や
漁業への大きな被害もありました。皆
様、報道でもよくご存じかと思います。

母子保健の特色としては、地区の保
健師さんがおひとりで乳幼児から高齢
者まで担っていることが多い地域です。保健センターの保健師さんや栄養士さんが町出身あ
るいは町民という方が多く、町内にお知り合いが多かったり、お母さん方と同級生だったり
ということも多い印象を受けています。ですので、どの家がどのようなことで困っているか、
どういう家族構成であるか、ということをよくご存じです。なじみやすいところはあります
が、他方で、町民の方としてはなかなか支援を求めづらい、また同級生だから支援しづらい、
お話を聞きづらいといったこともよく聞きます。

それから、多世代同居をされている方も多く、家族の結び付きがとても深いと感じます。
皆さん、地元への愛着をとても強く持っておられる地域であるという印象も持っています。
しかし、一面では、他の町から嫁いで来られた方に関し、嫁に来たからには一生、ここで暮
らすことを期待されているという雰囲気も感じます。その他、保育所や幼稚園の数が少ない

１．乳幼児健診における心理相談の概要
活動の紹介

① 震災子ども支援室“S‐チル”「心理士派遣事業」

・南三陸町 1歳６か月児健診（H30年度より、育児相談と併せて年5～7回）

・南三陸町 育児相談

・山元町 発達相談（H30年度、7回）

② 宮城県子ども・家庭支援課「子どもの心の健康サポート事業」

・山元町 3歳児健診（H24年度より、年6回）

・石巻市 1歳6か月児・3歳児健診（H24年度 5回）

・東松島市 3歳児健診（H25年度 2回）

地域の特色
山元町 南三陸町

震
災
の
影
響

・死者637人、行方不明者0人。
・震災後に大幅な人口減。
（16,609人→11,893人、28.4%減）

・農業・漁業への大きな被害。
（イチゴ、リンゴ、ホッキ貝等）

・福島への通勤圏であり、福島からの転入。

・死者620人、行方不明者211人。
・震災後に大幅な人口減。
（17,378人→11,189人、35.6%減）

・漁業への大きな被害。
（ワカメ、カキ、ホヤの養殖等）

母
子
保
健
の
特
色

・地区保健師が乳幼児から高齢者までを
サポートしている。

・保健センタースタッフが、町民をよく知って
いる。
・多世代同居が多い。
・保育所・幼稚園の数が少ない。
・保育所・幼稚園での犠牲者があった。

・地区保健師が乳幼児から高齢者までをサ
ポートしている。

・保健センタースタッフが、町民をよく知って
いる。
・多世代同居が多い。
・保育所・幼稚園の数が少ない。
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ということもあります。それから、震災時、山元町では、幼稚園、保育所から帰るときに犠
牲がありました。

　3．山元町の3歳児健診の流れ
3 歳児健診の流れは、このようになっ

ています。赤で囲んだところが、保健
センタースタッフの職種です。このよ
うなメンバーで健診をしています。だ
いたい 1 回に 10 組から 12 組ぐらいの
母子が参加されます。私自身の心理士
の動きをご説明すると、「心のケアの
お話」という時間が設けられていて、
5 名ほどの小さなグループにちょっと
したお話を短くした後、宮城県のパン
フレットを配布して医療や相談機関の
紹介をしています。それから、心理相談を希望される方や保健師さんから紹介された方と、
合間の時間を見つけて個別相談をしています。

　4．心の健康問診票
宮城県の「心の健康問診票」はこの

ようなものになっています。子どもと
保護者の項目がそれぞれあり、自由記
述欄もあります。個別相談に関しては、

「希望する」、「機会があれば」、「希望
しない」と○を付けるところが 3 つあ
り、「機会があれば」に〇を付けた方
には、保健師さんが「心理士さんが来
られているので、相談しませんか」と
声を掛けてくれます。保健師さんはお
忙しいのですが、心理相談を希望する
方については、「こういう方なんだけ
れども」といった感じで短い情報を下
さいます。

　5．�南三陸町の1歳6か月児健診の
流れ

南三陸町の 1 歳 6 か月児健診の流れ
はこのようになっています。健診のメ
ンバーは、赤で囲んだところに記して

山元町 ３歳児健診の流れ

尿検査提出

計測

聴力検査

歯科診察

歯磨き指導

心のケアのお話

栄養相談

母子手帳返却

問診

内科診察

保健師
内科医
歯科医
栄養士
歯科衛生士
看護師
助産師
心理士

子どもの項目 18項目

食事、おねしょ、チック、
排せつ、落ち着き、しが
みつき、指しゃぶり・爪
噛み、夜泣き、恐怖、集
中、易怒性、敏感さ、等

気になっていること、
心配なこと
（自由記述）

保護者の項目 9項目

睡眠、身体の不調、集
中力、子どもに当たる、
震災後の混乱、イライラ、
恐怖、落ち込み、等

個別相談希望の有無

心の健康問診票
宮城県子ども・家庭支援課による

南三陸町 １歳６か月児健診の流れ

受付 内科診察

計測

オリエンテーション ブラッシング指導

親子遊び

歯のお話

個別相談

歯科診察

保健師
内科医
歯科医
栄養士
歯科衛生士
保育士
心理士
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います。南三陸町の 1 歳 6 か月児健診は、1 回に 15 組くらいの親子が参加されます。「オリ
エンテーション」から「歯のお話」のところまで、全員がちょっと集まる時間があります。
そのときに、保育士さんが手遊びなどをして下さるのですが、私はその様子を後ろから見ら
れますので、親子の様子とか子どもの様子を観察することができます。そして、私は、最後
の「個別相談」のところで、発達の心配に関して〇を付けた方と、主に面談をさせていただ
いています。

Ⅱ．相談の内容と傾向
　1．大別した場合

私がこれまでに受けた心理相談の内
容は、大きくこのように分けられます。
当然、「夜泣き」、「爪かみ」なども震
災との関連が多分にありますので、全
ての項目が「1．震災・避難」に入る
と言えば入るのですが、大きくこのよ
うに分けてみました。
「2．情動・行動」の「性格について」

に関しては、内向的だとか、挨拶をし
ない、よく泣くといった内容が多かっ
たです。「暴言・暴力」に関しては、
お子さんが赤ちゃんなど下の子に手を上げるとか、家の人に対して言葉遣いが悪いといった
お母さんの悩みが多かったです。

3 番目の「発達」は、いくつかの項目に分けています。ただ、お話をよく伺ってみると、
ご両親が忙しいので、お子さんはいつも祖父母の家にいて、公園などにもなかなか行けない
ために他の子と触れ合えず、それであまり言葉が出てないのではないかといった気付きがあ
ることもあります。環境因が大きいケースも、中には多く含まれています。

　2．相談内容別の件数
私が受けた相談を内容別にざっくり

と分けたものです。山元町の場合は 1
回の健診でだいたい 2、3 件の心理相談
を受けますので、心理相談に回してい
ただける割合は比較的多いと思います。

全体として最も多かった相談内容
は、「言葉の遅れ」、次に「暴言・暴
力」、「爪かみ・指しゃぶり」、「親御さ
んの疲労やストレス」といった相談が
多かったです。

２．相談内容とその傾向

１．震災・避難
家族を亡くした
地震や音を怖がる
避難生活

２．情動・行動
爪かみ・指しゃぶり
チック
夜泣き
性格について
退行
暴言・暴力

３．発達
言葉の遅れ
多動
こだわり・かんしゃく
身体発達・病気

４．しつけ・親自身・家族
しつけの仕方
トイレトレーニング
親の疲労・ストレス
父母関係
祖父母との関係
きょうだいのこと

H25山元町 H26山元町 H27山元町 H28山元町 H29山元町 H30山元町 R1山元町 H30R1南三陸町 H24石巻市 H25東松島市
亡くした 2 1 0 0 0 0 0 0 3 1
地震や音を怖がる 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0
避難生活 0 1 3 0 0 0 0 0 1 0
小計 5 2 3 1 0 0 0 0 4 1
爪かみ・指しゃぶり 3 0 0 1 2 4 1 0 2 0
チック 1 1 1 0 0 2 0 0 0 0
夜泣き 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0
性格 1 0 0 1 2 1 1 0 0 0
退行 0 1 1 1 0 2 0 0 0 0
暴言・暴力 2 0 1 1 5 2 2 1 1 1
小計 8 2 4 4 9 11 4 1 3 1
言葉の遅れ 4 2 5 6 1 4 1 5 4 1
多動 0 0 1 0 1 1 2 0 1 0
こだわり・癇癪 0 0 2 2 1 1 1 1 0 0
身体発達・病気 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0
小計 5 2 8 9 3 6 5 6 6 1
しつけの仕方 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0
トイレトレーニング 1 0 0 2 1 1 0 0 0 0
親の疲労・ストレス 1 0 3 1 3 1 2 0 2 0
⽗⺟関係 0 0 0 2 0 2 0 0 1 0
祖⽗⺟との関係 0 2 1 1 1 0 1 0 0 0
きょうだいのこと 2 2 1 1 2 0 0 0 0 0
小計 4 5 5 8 7 5 3 0 3 0
相談件数 18 10 19 21 13 18 12 7 16 3

※5回のうち ※6回のうち ※5回のうち ※2回のうち

震災・避難

情動・行動

発達

しつけ・
親自身・
家族
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　3．相談内容別の件数（山元町の3歳児健診）
山元町の 3 歳児健診について、まと

めたものです。平成 27 年度までは、
震災や避難の相談がありました。その
後は、表面化はしなくなっています。
年を経ての傾向は特に大きく何かある
わけではありませんが、性格に関する
ことや夜泣き、暴言、暴力といったこ
とを相談して下さる方が増えたのは、
保健師さんが心理相談の活用に慣れて
きて、相談に回して下さるようになっ
たからかもしれないと思っています。

　4．相談内容の傾向（山元町の3歳児健診）
山元町の 3 歳児健診の相談内容の傾

向を、こちらに書きました。

Ⅲ．被災沿岸地域の相談の特色
被災沿岸地域の相談の特色を、少し

まとめてみました。人口が少なく、地
域の相談資源も医療機関も少ないた
め、保健センターの保健師さんや栄養
士さん、歯科衛生士さんたちとの繋が
りが深いと思います。知り合いが多い
ために、心理相談をすることや特別支
援教育を受けることへのためらいがあ
るという印象も受けています。実際、
健診の会場でも、保育所の「ママ友」
同士がカーペットに丸くなって一緒に
座っていることが多く、こちらの方からちょっと声を掛けに行くような際もためらいます。
ですので、声掛けの仕方を工夫するようにしています。

相談内容の傾向（山元町３歳児健診）

H25山元町 H26山元町 H27山元町 H28山元町 H29山元町 H30山元町 R1山元町

震災・避難 5 2 3 1 0 0 0
情動・行動 8 2 4 4 9 11 4
発達 5 2 8 9 3 6 5

しつけ・親・家族 4 5 5 8 7 5 3
18 10 19 21 13 18 12

※5回のうち
相談件数

相談内容の傾向
・市町村ごとの、心理相談へのつなぎ方による違いはあるが、「言葉の発達」に
ついての相談が一番多い。

・次いで、“下の子に手が出る”“乱暴な言葉遣い”といった、「暴言・暴力」、ま
た「爪かみ・指しゃぶり」、「親の疲労・ストレス」、についての相談が多い傾向。

・H27年度までは、被災に直結する相談内容があったが、その後はほぼなく
なった。

３．被災沿岸地域の相談の特色
○人口が少ないことから⇒

・地域の相談資源が少なく、母子は保健センタースタッフとのつながりが深い。

・知り合い同士が多いため、心理相談をすることや、特別支援教育を受けることへの
ためらいがある。

・多世代同居が多く、母親の負担が大きくなるケースもある。

○被災した人が多いことから⇒

・震災以降、保護者のストレスが蓄積していることで、子どもへの影響が出ている。

・生活が不安定な中で、家庭でじゅうぶん子どもに気持ちを向ける余裕がなかったこと
での影響は、大きいと思われる。

八木（2018）によると、震災から数年を経て、発達障害・情緒障害の受診が増えている。「もともと脆弱性
を持つ子どもたちの、不適応の顕在化という現象がある」
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それから、親御さんと保健センターのスタッフが同級生や知り合いだったり、また学校の
先生や保育士さんととても近い距離であることが多かったりすることから、保育士さんとし
ては気になるお子さんがいても、親御さんをよくご存知のためになかなか声を掛けづらいと
いう話を聞きます。

他には、先ほどもお話ししましたが、多世代同居が多く、お母さんの負担が重いというこ
ともあります。おじいちゃん、おばあちゃんが日常的に助けてくれてとても助かる一方で、「お
嫁さん」として気遣いをしたり、介護の心配が必要だったりということがあります。「お嫁
さん」の立場は、都市部よりもかなり難しいところがあるのではないかと感じています。噂
などで、「どこどこの嫁は、こういうふうなんだ」といったことをいろいろなところで言わ
れてしまうこともあるようです。

被災した方が多いことから、震災以降、保護者のストレスが蓄積して子どもへの影響が
出ていると感じられます。親御さんのイライラとかうつ的な気分が少しずつ蓄積されて溜
まっているのではないかと思います。そのため、保護者が子どもを叱ったり、肯定的に見ら
れなかったり、あるいは叩いてしまったりということが起こってきますし、子どもも不安定
になると考えております。それから、生活が不安定な中で、家庭で子どもに十分に気持ちを
向ける余裕がなかったことでの影響も大きいと思います。親がゆったりと子どもの気持ちを
受け取り、豊かな交流をするという余裕がない状態が長く続いているのではないかと考えて
います。
『遊戯療法』という本の中で、佐藤葉子先生は、「震災によって失われた家族の日常も、子

どもたちにとっては十分に喪失体験となりうる」と述べておられます。
健診の中で、実際にそのような状況にある子どもがいると実感したこともありました。

（具体例は省略）
被災地からは、「地震を怖がったり、親から離れないといった様子は減ったけれど、多動

や学級崩壊はなぜか増えている」という話や、「発達に関する問題が増えているのではないか」
という心配もお聞きしました。

多動、癇癪、コミュニケーションの問題といったものは一見、発達障害に似た状態像です。
実際にはそれもあるかもしれないけれども、保護者に大きなストレスがかかっていて余裕が
ないために、目立って出ているのではないかと感じられることもよくあります。

八木淳子先生は、『被災地の子どものこころケア』で、「震災から数年を経て、発達障害や
情緒障害の受診が増えている。もともと脆弱性を持つ子どもたちの、不適応の顕在化という
現象がある」と述べておられます。

Ⅳ．ストレスの蓄積
ストレスについて、イメージ図を作ってみました。私たちは誰しも、ちょっとした負担で

も、いつもと違うことが 1 つでもあると、生活がぐっと大変になることを経験したことがあ
ると思います。「今日はちょっと頭痛がするな」というときはイライラしてしまうし、「もし
かしたら、この頭痛はなくならないかもしれない」という絶望的な気持ちになることもある
かと思います。

子育て世代の方のストレスに関しては、例えば 3 歳ぐらいのお子さんのお母さんですと、
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「今日もトイレトレーニング、失敗し
ちゃった」ということがあったとして、
まずはそれがストレスになります。そ
の上に、お母さんが体調不良だったり、
経済面の不安があって、その月の支払
いに関して不安だったりするというよ
うなことが加わると、とても大きなス
トレスになってしまうことが想像でき
ると思います。さらに、被災地の方々
は、震災のストレスというとても大き
な重いものをベースのところに持って
いらっしゃいますので、もし震災がなかったら、なかったかもしれないストレスがとてもた
くさんあると思います。
（具体例は省略）
このような震災のストレス、親のストレス、子育てストレスというものは、相互に影響し

合う複数のストレスによって、その 1 つずつが大きく増幅しているのではないかと思います。
ですので、私は心理相談では、子育てのストレスがひとつでも、少しでも軽くなることを目
指し、そういう視点でお話を聞くように心掛けております。

Ⅴ．心理相談で留意していること
　1．導入

心理相談で留意しているのは、声掛
けをして話せそうな場所や向きを工夫
することです。名札を提げて名乗るよ
うにもしています。私は町内の人では
ありませんので、お母さんや子どもか
ら見たら、知らない人から声を掛けら
れるような感じがすると思います。実
際に、私が「宮城県臨床心理士会」な
どと書かれた名札を提げているとき
に、「どこから来られたんですか」と、
お母さん方に聞かれることが何度かあ
りました。そういうときには、「私が町内の人ではないことを、どのように感じたのかな」と、
とても気になりましたし、「この人に話しても、理解してもらえない」と思ったのではない
かと考えつつ、お話を聞きました。何度かそういうことがありました。その他には、健診の
スタッフや保健師さんから聞いたこともお伝えしながら、主訴を確認しています。

ストレスの蓄積

震災からのストレス

親自身のストレス

子育てストレス

仕事

体調不良

経済面

介護 同居 サポートなし

夫婦関係

放射能 避難先・住居

大事な人の死津波を見た

育てにくさ 心配な行動
子の病気・障害

偏食

食物アレルギー発達の心配
きょうだいゲンカ

トイレトレーニング

転校・園

４．心理相談で留意していること

１．導入

・声掛けのタイミングをはかる、話せそうな場所を配慮する。
・名札をさげる、名乗る。
・主訴の確認と、健診スタッフからどのように聞いたか伝える。
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　2．相談
乳幼児健診は対象者のほぼ全員が、

ほぼ強制的に来る場所ですので、相談
される方が実際に相談したいかどうか
はあまり分かりませんし、またどうい
う場所なのか、どうして心理士が来て
いるのかというようにも感じられると
思います。ですので、相談のときは、
抵抗感などをどのくらいお持ちかも確
認しながら、お話をしています。それ
から、お子さんがそばにいるときには、
なるべく「プラス」の言葉を使うよう
に気を付けます。できるだけ具体的な助言をひとつでもできるようにとも思っています。

カーペットに座っているお母さんのそばに行ってお話しする時間は 5 分程度、最大でも
10 分もないくらいですので、安心して話せるような関係づくりの前に、お話は終わってし
まいます。ですので、なるべく具体的な話ができるように心掛けています。

震災のことについては、こちらからは聞きませんが、常にその影響があるかもしれないと
いうことは、念頭に置くように心掛けています。

　3．しめくくり
相談を終えるときは、「他に気にな

ることがありますか」といった感じの
ことを聞くことで、締めくくりのタイ
ミングを計るようにしています。

1 番重視しているのは、相談した経
験を「良かった」と思っていただける
ようにすることです。そのためにでき
るだけの配慮をしています。1 回限り
の相談がほとんどですが、初めて心の
うちを話して下さる方もいらっしゃる
と思います。ですので、心理相談をし
たことが嫌な体験にならないように、そういった部分を最も優先するようにしています。「相
談して良かった」と思っていただければ、次は保健師さんに相談できるかもしれないし、先
生に相談できるかもしれないと思いながら相談を受けています。

フォローアップに関しては、カンファレンスで保健師さんと情報を共有することで、下の
お子さんの健診のときにまたお母さんに声を掛けていただいたり、「こういうことを心配し
ています」と保育所の先生に伝えていただいたりして、繋いでいます。

２．相談

・相談することへの抵抗や警戒心はどの程度かを、注意深くみる。

・子どもがそばにいたら、保護者がどのように話したいかに合わせつつ、子ど
もにとってプラスの言葉を使う。
・できるだけ具体的な対応の助言が一つでもできるように。

（例：指しゃぶりを無理にやめさせずタオルなどに移行する、絵本の読み聞か
せをして言葉の話しかけを増やす、など）
・時間が限られているので、配分に気を付ける。

・震災時について、こちらからは聞かないが、常にその影響があるかも知れな
いことを念頭に置くようにする。

３．しめくくり

・保護者の様子をみながら、相談したかったことに答えられていたか、メモを
見て振り返る。

・「他に、気になることはありますか？」と聞くことで、しめくくりのタイミングを量
る。
・相談をした経験が「良かった」と思ってもらえるように配慮する。

田丸（2010）「健診における相談は親子との出会いの場と考え、保健師が育児に関与する関係を親に
受け入れてもらうことを目標とする」

フォローアップ
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　4．心理相談で尋ねている質問
心理相談では、このような質問を尋

ねています。短い時間で困っているこ
との全体像がなるべく見えるように、
またはそれが起きている背景の見立て
が少しでもできるようにしています。

まず、困っていることについて聞き
ますが、その際には具体的な対応のヒ
ントを保護者と考えるために聞きま
す。「他の家族がそれをどのように見
ているか」というのもよく聞く質問で
す。そうすることでお母さんが抱えて
いるストレスが見えてくることがあります。よく聞くのは、「主人は気にしていないんです。

『男の子はそのくらい元気な方がいい』って言っています」といったお話で、その他には、「お
じいちゃんが、『この子はわがままだ。うるさい』って言ってます」というようなお話も聞
きます。そういうときには、お母さんの表情を見ながらお話を聞いています。

家庭やサポートの状況もお聞きするのですが、そのときには、お仕事の状況などなるべく
答えやすい事実から聞くことがあります。それで、私の方で保護者の大変さを想像するよう
にしています。重視しているのは、お母さんが気軽に相談できる人がいるかどうかです。普段、
お子さんのことを話せる相手がいるかどうか聞いています。親御さんのストレスと今、受け
られるサポートをだいたい知った上でフォローアップに繋いでいきたいと思っています。

Ⅵ．健診スタッフとして留意していること
　1．健診時・相談時

健診にはいろいろなメンバーが関
わっていることを先ほど紹介しまし
た。ここでは、カンファレンスで情報
を共有するときなどに気を付けている
ことをお話しします。

乳幼児健診に関わり始めて 1 番難し
いと思ったのが、「健診の中で、心理
士はどのような動きをすればいいの
か」ということです。学校に入ってい
らっしゃるスクールカウンセラーの先
生の思いと共通するところがあるかと
思います。町側としても、震災後に心理士が来ることになったけれども、「どう組み込めば
いいんだろう」と迷われたり、「忙しいのに、煩雑だな」と感じられたりしたと思います。
ですので、健診が終わると、私はいつも、「今日はこれで良かったのかな」、「あれは伝える
べきじゃなかったかな」、「これは言っておくべきだった」など、いろいろなことが頭に浮か

心理相談で尋ねている質問
・主訴について、どういうとき、何時頃そうなるか？

・保護者はどのように対応しているか？

・配偶者や他の家族は、どうみているか？

・主訴について、保育所や幼稚園での様子

・家族構成、きょうだい

・保護者の就労、帰宅時刻

・ふだん子どもの世話をしている人

・保護者が子どものことを話せる相手

５．健診スタッフとして留意していること

１．健診時・相談時

・健診の流れを乱さないように、心理相談を組み込む。

・待ち時間や計測、問診での親子の様子を見て、気になる親子がいれば注目
しておく。

・保健師からの事前情報がある場合は、これまでに地区保健師がどのくらい
関わっているか、聞いておく。また、心理相談に求められていることを、できる
だけキャッチする。

・主訴によっては、健診の内科・歯科診察でどのような助言を受けたか、保護
者に聞く。
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び、悩みながら車を運転して帰っています。
健診の流れはできるだけ乱さないように、心理相談を組み込むようにしています。お話を

している間に、「〇番さーん」といった感じで、歯の診察などで呼ばれることもありますので、
そういった健診の流れを乱さないように気を付けています。その他、待ち時間などに様子を
見て、気になる親子がいるときは、注目しておくようにしています。

保健師さんからの事前情報がある場合は、これまでに地区でその件に関してどのくらい関
わってきたか、できるだけ聞くようにしています。また、心理相談に求められていることは
何かをできるだけキャッチするようにしています。健診の内科、歯科診察で、どのような助
言を受けたかについても保護者に聞くようにしています。

　2．相談後・カンファレンス
相談後には、カンファレンスが開か

れます。いろいろな職種の職員が集ま
りますので、分かりやすく記録するよ
うに気を付けています。カンファレン
スでは、他のスタッフのこれまでの関
わりや見立てを尊重してお話を聞くよ
うに心掛けています。私は外から入っ
てきている者ですので、相談しきれな
かった部分のほとんどは保健師さん任
せになってしまいます。保健師さん頼
みと言えます。ですので、他のスタッ
フの意見を尊重する気持ちを忘れないように心掛けています。

それから、心理相談で集めた情報から見立てたことを伝え、他のスタッフの意見とすり合
わせるようにしています。その際には、現地の健診スタッフも被災者であるということを念
頭に置いておくようにしています。

山元町に初年度、平成 24 年度に行ったときに、保健師さんや助産師さん、栄養士さんか
らこんなお話を聞きました。健診に使っている保健センターの会場は、小さな保育所のホー
ルぐらいの狭い場所なのですが、震災後は避難所だったそうです。スタッフは泊まり込みで
避難者の健康確認をされたそうです。狭いフロアには人がいっぱいで、乳幼児も妊婦もいた
ということでした。そのお話を聞いたとき、保健センターの会場を見たらちょうど夕暮れで
暗くなってきていて、私はその風景をよく覚えているのですが、「ここで皆、すごく苦労し
てきたんだ」と思いました。保健師さんたちは入浴もしなかったとのことで、「髪の毛がテ
カテカになって、固まっちゃってたよね」と冗談交じりにおっしゃっていました。仙台市か
ら行った私が、そんなふうに苦労をともにしたチームに入っていくことに大変気後れがしま
したし、「私はそのことを知らないんだ」という罪悪感のようなものが非常に湧いたという
思い出があります。

心理相談で保護者の方から震災時の心境について聞くことがあるような場合、保健師さん
たちがご存じない情報だったということはほとんどありませんでしたが、稀にあった場合は、

２．相談後・カンファレンス

・相談後の空き時間に、記録を書く。「助言したこと」と「担当所見」は、わかり
やすく簡潔にまとめて書く。

・カンファレンスでは、他スタッフのこれまでの関わりや見立てを尊重して聞く。
（外から入っている者としての立場を意識したい。）

・同時に、心理相談で集めた情報から見立てたことを伝え、他スタッフからの
意見とすり合わせる。
・現地の健診スタッフ達も被災者であることを念頭に置いておく。
（よそ者にはわからない、と思われるであろうことを意識したい。）



－　－25

「私が聞いてよかったのかな」と思いました。そういうときのカンファレンスでは、「私が外
から来た第三者だったから話せたかもしれない」と前置きしてから、お話ししました。

　3．他スタッフの意見からみえる、震災の影響
他のスタッフの意見からみえる震災

の影響は、このようなものがあります。
いろいろな職種のスタッフがいること
で、震災による母子への影響が多面的
に見えてきて、見立てがより立体的に
なると感じています。

Ⅶ．心配談
私が「失敗してしまったな」と感じ

た例を、2 つお話ししたいと思います。
1 つ目は、私が勝手に他機関を紹介

したケースです。健診の中で、健診対象ではなかったお子さんのことで他機関を紹介しまし
た。しかし、その後のカンファレンスで、そのお母さんに関しては、地区の保健師さんが手
厚く継続的に相談を受けてきたことが分かりました。私としては、「これまでの保健師さん
の支援を否定してしまったのではないか」という気持ちになり、他機関へ繋ぐことの効果に
ついてその場では説明できませんでした。このことについて、あのとき、どうすれば良かっ
たか考えているのですが、心理相談に何が求められているかを事前にもっときちんと確認し
ておけば良かったと思いました。また、専門相談を受けることで、お子さんやお母さんにど
のような変化が期待できるかということも、もっときちんとした言葉で伝えられたら良かっ
たのだろうと思いました。

2 つ目は、私が発達の心配を全面に出し過ぎたケースです。お子さんの発達の心配に焦点
を当てすぎ、これまでお母さんと関わってきたスタッフの思いを十分汲み取れなかったと、
後になって反省しました。心理相談に何が求められているかも明確にできないまま、相談に
入ってしまったという思いがありました。発達に関する課題があったので、「子育てがすご
く大変だろうなあ」と思ったのですが、「どのようにお母さんが辛いか、もう少し具体的に
例を挙げて健診のスタッフたちにお話しできたら良かった」ということも後で思いました。

Ⅷ．まとめ
被災した大人のストレスが蓄積しているため、9 年経った今でも、また震災当時そのよう

なことが言われていなかった頃よりも、震災の影響が出ていると思われます。ちょっとした
思うようにいかないことやひとつひとつを取り上げれば本当に些細なことかもしれないスト
レスが蓄積し、その歪みのようなものがどんどん積もり、重なり合って、生活全体に蓄積し
ているのではないかと感じています。

心理相談に当たっては、支援者のニーズと保護者の気持ちをそれぞれ理解し、両者を繋ぐ
ことを心掛けたいと思います。健診スタッフと協働して相談に当たることもとても大事にし

他スタッフの意見からみえる、震災の影響
○保健師から⇒

・「予防接種の未接種」：保護者が忙しい、余裕がない。ネグレクトの可能性。

○栄養士から⇒

・「菓子や甘い飲み物が多い、偏食」：生活状況が変化し、祖父母が与える食
べ物を親が断れない。

○歯科衛生士から⇒

・「虫歯が多い」：保護者が忙しい。甘い物を与えられている。仮設住宅で泣か
せられず、仕上げ磨きができない。

川村（2016）「カンファレンスで保健師の見立てと心理の見立てが補完的に働き、保健師の実践がエン
パワーされる」
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たいと思います。
それから、被災地に行くことに対す

る私自身の構えや「何かしなくてはい
けない」という思いの心理支援への影
響についても自覚したいと思っていま
す。「チームに入れてもらえるのだろ
うか」といった不安や「何か役に立た
なくてはいけない」という思いが私自
身にあったり、また「震災のことを分
からない私は、失望されるのではない
か」という恐れが出てきたりすると、
それらは自分にできないことまでしようとすることにも繋がりますので、気を付けたいと
思っています。

これで私の発表を終わらせていただきます。どうもありがとうございました。

Ⅸ．参考文献

６．まとめ
・被災した大人のストレスが蓄積していることで、9年経った今でも、震災当時
生まれていなかった子にも、震災の影響が出ていると思われる。

・心理相談にあたり、支援者（健診スタッフや保育者）のニーズと、保護者の気
持ちをそれぞれ理解し、両者をつなぐことを心がける。

・健診スタッフと協働して相談にあたる。これからも支えてくれる現地スタッフと
母子が、これまでに築いてきた関わりを大切にする。

・心理相談およびカンファレンスでは、「震災」の言葉は聞かれなくなっているが、
震災の影響が被災地では今も大きいことを、常に意識したい。

・被災地に行くことでの、私自身の構えや、“何かしなくては”という思いによる、
心理支援への影響を自覚しておきたい。

参考文献

川村素子（2016）「被災地での乳幼児健診を拠点とした新たな子育ち／子育て
支援」 安藤清志・松井豊編『震災後の親子を支えるー家族の心を守るため
に』 誠信書房 65‐80

佐藤葉子（2017）「被災地における遊戯療法」伊藤良子編著『遊戯療法－様々
な領域の事例から学ぶ－』ミネルヴァ書房 196‐212

田丸尚美（2010）『乳幼児健診と心理相談』 大月書店

八木淳子（2018）「医療の場面から」 松浦直己編著『被災地の子どものこころ
ケア 東日本大震災のケースからみる支援の実際』 中央法規 2‐64
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東日本大震災発生後から現在までの、
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はじめに
皆さん、こんにちは。ただいまご紹介いただきました、

鈴木正貴と申します。
先ほどご紹介いただきましたように、私はスクール

カウンセラーとして 15 年ほど仕事をしており、震災当
時もスクールカウンセラーとして学校に勤めていまし
た。本日はこのようなご報告の機会をいただいてあり
がたく思います。本日は、これまで勤務してきた学校
での子どもたちへの支援を振り返り、そこで得られた
気づきをまとめたいと考えています。なお、話の途中
で具体的な事例を入れる予定ですが、プライバシー保
護のため、内容は一部修正を加えましたので、ご了承

下さい。

Ⅰ．東日本大震災発生
　1．直後の動き

私は、当時勤務していた学校で被災
しました。その学校は、海から4㎞ほ
ど離れている場所にあり、津波の被害
はありませんでした。面談中に地震が
来たために相談者と机の下に隠れ、揺
れが少し弱まってから 2 人で一緒に外
に逃げ、外に避難した他の生徒たちと
合流しました。その後ですが、この学
校ではスクールカウンセラーは緊急時
の役割を与えられておらず、管理職か
ら「先生は帰っていいですよ」という
指示がありました。このような緊急時に自分だけがこの場を離れていいのか、とかなり迷い
ましたが、動き方を知らない自分がいてもかえってご迷惑かもしれないと思い、また家族の
安否も気になりましたので、指示通りに退勤して家に帰りました。

私の自宅は津波の被害を受けた多賀城市にあり、自宅から数百メートルくらい近くまで津
波が来ていたことを後で知りましたが、自宅は大丈夫でした。私はその時は、津波ではなく
地震による被害に関して心配していました。家に帰ってみると、家族は全員無事で、家や家
財の被害は思っていたほどではありませんでした。停電していたために電灯もつけられず、
テレビも見られずラジオしか聞けなかったので、被害の状況はよくわかりませんでした。真っ
暗な家の中で過ごすうちに、徐々に「大変な状況になったな」と実感してきました。

一方で、気になっていることもありました。それは、「自分の勤務校は大丈夫だろうか」
ということです。「自分は家に帰ってきてしまったけれど、勤務校は今頃大変なことになっ
ているのではないか」と思いました。実際に、その学校の生徒について、「数十人の生徒が

東日本大震災直後の私の動き

•勤務校で被災…来談していた生徒を連れて校内避難し、
その後は教職員の一員として動いた。
•勤務校への自主的な訪問⇒生徒の面談、教職員の支援
•配置校での勤務…地震や原発事故、親族の安否等で不安
定な生徒の把握、支援。教職員との密な情報交換。
•沿岸部市町への緊急派遣…避難所での支援、終業式・卒
業式での児童生徒及び保護者の見守り、緊急時の対応。
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まだ学校に待機しています」といったこともラジオで聞きましたので、気がかりな思いはいっ
そう募りました。

　2．勤務校での生徒への支援
私は震災から 2 日後の 3 月 13 日に、

当日に勤務していた学校に行ってみま
した。学校には、親が迎えに来ない、
連絡が取れない、といった生徒がまだ
80 名ほど残っていましたので、先生方
と打ち合わせをして、ピックアップさ
れた「気になる生徒」と面談しました。
生徒たちはそれぞれ、先行きの見えな
い不安を抱えていましたが、私はその
場では、生徒の話を聞いて受けとめる
ことくらいしかできませんでした。私
が生徒の不安や心配に対して具体的に何かしてあげられるわけでもなく、「それくらいしか
できなかったな」という思いがあります。先生方に対しても、この間の緊急対応に関する話
を伺って、労うことぐらいしかできませんでした。

それから一週間ぐらい経った頃に、別の公立校で勤務しました。その学校は沿岸部から少
し離れた内陸部にあり、3 月中に再開していました。勤務校と連絡が取れるようになるまで
震災から数日かかっており、ガソリンもしばらくは入れられませんでしたので、実際に勤務
できたのは 3 月下旬に 2 回ほどでした。震災後の学校や生徒の状況について先生方と情報交
換を行い、「気になる生徒」と面談を行って状況を把握する、という 2 点に主に取り組みま
した。震災前から面談をしていた生徒の多くは、震災に関する不安だけでなくそれぞれに様々
な不安を抱えており、面談ではそれらをしっかりと聴き、受けとめました。その時私にでき
ることはやはり限られていました。

　3．沿岸部の小中学校への緊急派遣
沿岸部の小中学校への緊急派遣にも

携わりました。市町教育委員会から県
教育委員会に依頼があり、2 人 1 組で
主に小中学校内に開設された避難所に
行きました。事前に思っていたとおり、
避難所ではスクールカウンセラーであ
る私たちに対してのニーズは感じられ
ず、私たちが声をかけることも場違い
な雰囲気で、迷惑だろうと始めは思い
ました。その場に留まりながらニーズ
を探り、後述するような「子どもの遊

勤務校での児童生徒への支援

•震災直後、親と連絡が取れない、親の迎えがない等で学校に
残っている生徒との面談を実施。

⇒生徒の話を聴き、気持ちをしっかり受けとめることぐらい
しかできなかった。

•上記以外の勤務校では、基本的にはいつもかかわっている児
童生徒との面談と教職員との情報交換が主だった。地震や津
波、原発事故等の先行きの見えない不安は全般に強かった。

⇒対応については下線部と同様。

沿岸部小中学校への緊急派遣

•避難所となっている校舎や体育館を回ったが、被災され
た方々に話しかけることも場違いな雰囲気。教職員も今
やるべきことに集中し、外部の支援を受け入れる余裕は
なかった。
⇒現場の雰囲気をアセスメントし、今自分に何が求めら
れているかを判断して動く(動かない）ことが重要となる。
派遣SCの良し悪しを自覚し、児童生徒や保護者、教職員
に余計な負担をかけないような在り方が望ましいか。



－　－29

び相手となる」役割を担うことになりました。
休校している沿岸部の小中学校では、3 月下旬の時点で修了式も卒業式もできていない学

校がかなりありました。一部の市町教育委員会からは「修了式をするので、スクールカウン
セラーを派遣してほしい」という依頼もあったようで、私たちも修了式に参加して必要な場
合に心理支援を行うことになりました。現場の先生方は震災後初めて登校してくる子どもた
ちを迎えて状況を確認し、修了式を無事に行うことに気持ちを傾けていらっしゃいました。
私はその時の先生方のお気持ちを考えると、話しかけることも邪魔になるのでは、という気
持ちになり、結局先生方とお話しすることはせず、修了式を見守ることに専念しました。何
かあれば支援しますが、何もなければ余計なことはせず、現場の方々を尊重して見守り続け
るのがいいのだと、強く思いました。その場で自分に何ができるかをアセスメントし、動く
か動かないか、あるいはその場でどういうことをするか、といった判断を的確に行うことも
非常に大事だろうと思いました。現場に合わない働きかけは支援でも何でもなく、邪魔でし
かないので、上記のような在り方が良いのではないかと、その時は感じました。

　4．避難所での子ども支援
避難所に行った時に、私と一緒に

行った女性のスクールカウンセラーが
折り紙などを持ってきており、子ども
たちがそれを見て寄って来て、私たち
と一緒に折り紙をし始めました。私は
何も持っていっておらず、こういった
時に玩具というのは大事だと思いまし
た。これを契機として、私は子どもた
ちといろいろな遊びをしました。子ど
もは「暇を持て余している」というと
間違っているかもしれませんが、気を
遣って親から離れ、活発に遊ぶこともできずにうろうろしている子どもたちがかなりいまし
た。その子どもたちと遊ぶのが自分の役割だと思い、集まってくる十数人の子どもたちと一
緒に遊びました。遊びの中で子どもたちの表情も生き生きとし、何よりのストレス発散になっ
たように思いました。その学校は自宅から比較的近くの小学校でしたので、緊急派遣後も避
難所が閉鎖される 4 月上旬まで、玩具や絵本を持参して通い、子どもたちと遊び続けました。

今振り返ると、子どもたちは「地震ごっこ」などもしていました。子どもたちは遊びなが
ら、様々な思いや感情を表現していたと思います。子どもたちとの遊びを通じて私と話をす
るようになった保護者の方もおり、今現在の辛さや今後への不安などを語られました。私は
何もできないけれど、お話を伺って気持ちに寄り添うことで、心理的な負担を少しでも軽減
できれば、と思っていました。実際に避難所で動きながらニーズを見つけていったように思
います。

避難所での子ども支援

•避難所では派遣SCは望まれない雰囲気だったが、子ども
たちが暇を持て余して遊んでいるのが気になった。
⇒折り紙やぬり絵、玩具を持参し、子どもたちと遊ぶ役
割をすることに。遊びの中で子どもたちの表情も生き生
きとし、何よりのストレス発散となった。子どもたちは
遊びの中で、いろいろな思いを表現していった。

•子どもが親や家族から離れることで心理的負担が減り、
話しかけてくる人もいて、大人の支援にもなった。
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Ⅱ．2011年度の状況
　1．宮城県スクールカウンセラー（SC）活用事業

震災があったため、2011 年度は例年
より始業式が遅れ、それに伴いスクー
ルカウンセラーの配置も遅れました。
宮城県内の中学校と高等学校全校に配
置されていたスクールカウンセラー
が、その年から小学校にも配置される
ようになりました。スクールカウンセ
ラーを務める人材が足りないために配
置が遅れ、全てをカバーしきれなかっ
たため、全国の臨床心理士会から派
遣を受け、県外からスクールカウンセ
ラーが派遣されることになりました。5 月から 7 月にかけ、人が 1 週間ごとに入れ替わるよ
うなリレー方式で、引き継ぎを行いながら活動しました。

　2．学校の状況
私が配置校に勤務した時の印象とし

て、やはり例年とは雰囲気が全く異な
り、先生方も生徒たちもどこか落ち着
かないと感じました。津波が子どもた
ちの心理面に与えた影響はとても大き
いのですが、では津波の被害がないか
ら大丈夫かというと、そうではありま
せんでした。繰り返される大きな地震
や土砂崩れ、被災した親族への心配な
ど様々な不安の要素が、沿岸部に限ら
ず、県内全域でありました。場所によっ
ては、原発事故、放射性物質のことを心配される方もおられました。実際に津波で被災した
後に沿岸部から内陸部の学校に転校して来た子どもや、県外、例えば福島県から避難して来
た子どもなど、様々な形で被災した子どもたちが沿岸部だけでなく県内全域で生活していま
した。

Ⅲ．勤務校での生徒支援
　1．全生徒へのスクリーニング実施

多くの学校でもそうだったと思いますが、私の勤務校でもスクールカウンセラーが全生徒
にスクリーニング検査をし、ハイリスクの生徒の存在について確認しようとしました。宮城
県に関しては、スクリーニング検査で用いるチェックリストが市町村ごとに違いました。岩
手県は全校に対し、県教育委員会が指定した同じチェックリストを用いてスクリーニング検

2011年度の宮城県SC活用事業

•震災前のSC配置予定を、震災後の各校の要望に応じられるよう
一部見直し、調整がなされた。

•宮城県では中学校・高校（全校配置）に加え、各市町村教委に
SCを配置し、小学校も配置することに（方式：拠点校/巡回）

•それでもSCが足りず、全国の臨床心理士会の協力を得て、県外
SCが派遣されることになった。

（5～7月に計11週間、9月以降も断続的に継続。多くはリレー
方式で、勤務後宮城臨士会、所属臨士会に引継ぎを実施）

2011年度の学校の状況

•各地の被災の状況に応じて始業式の時期が異なり、例年
とは雰囲気も異なり、どこか落ち着かない中での新学期
となった。
•地域の被災状況によって、児童生徒、保護者の状況も
様々。津波だけでなく、地震、土砂災害、親族の安否等、
不安の要因もまた様々だった。
•津波で被災した児童生徒は、沿岸部の学校だけでなく、
内陸部の学校にも避難、在籍していた。(教職員も同様)
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査を行ったようです。沿岸部の被災し
た学校の詳細については分かりません
が、私の勤務校で言えば、「大丈夫かな」
と気になる生徒の多くはハイリスクに
は該当せず、震災前から気になってい
た、不安定な生徒の多くはハイリスク
に該当しました。緊急事態の時には、
普段の学校生活において不安定な生徒
は精神的にかなり動揺するところがあ
ります。一方で、津波で被災した生徒
は、スクリーニング検査時に自分の内
面の状況のとおりには項目をあえて選ばなかった可能性もあったのではないかと思っていま
す。ハイリスクになりやすい生徒についてスライドに載せましたが、決して地震や津波の被
害を受けた生徒だけではないということをお伝えしたいと思います。

　2．気になる生徒へのアプローチ
スクリーニング検査を実施後、勤務

校としても、気になる生徒にアプロー
チをしていかなければいけないと考え
ておりましたので、後日スクールカウ
ンセラーが面談をすることになりまし
た。ただ、チェックリストのスコアだ
けで判断することはできませんので、
沿岸部から転校して来た生徒も面談す
ることになりました。生徒が「何を聞
かれるのか」と警戒し、緊張すること
も考慮して、あえて相談という感じで
はなく、日常会話に近いソフトな感じの面談を行いました。

津波で被災した生徒の多くは事前に思っていたように、「大丈夫です」、「特に問題ありま
せん」、「慣れました」といった感じで、問題はないように話すことが多く、心配な様子は見
せませんでした。普段から面談をしている生徒の方が、不安や自分の思いについて話してい
たという記憶があります。話の内容も、特に地震、津波の被害といった震災に関することに
限らず、どんな内容でもいいと伝えていました。生徒に少しでも安心、安全を感じてもらえ
るような働きかけを心掛けて継続していきました。こういった形で定期的に面談を設定して、
継続的に経過観察をしていくことが大切だと考えていましたので、面談時の状態の良し悪し
で次回の面談を設定するのではなく、「また来月も会いましょう」と私から伝えるようにし
ていました。状況に応じて担任の先生に面談をお願いしたこともあり、そういった情報を全
て教職員と情報共有し、今後の対応について確認、検討しました。

全生徒へのスクリーニング実施

•生徒個々の状況を把握するため、チェックリストによる
スクリーニングを実施し、ハイリスクの生徒をピック
アップした。
⇒沿岸部で被災した生徒の多くはハイリスクに該当せず、
震災前から気になる不安定な生徒が多く該当した。
•ハイリスクになりやすい生徒は、具体的には、不登校・
不適応、家族問題有、喪失を経験、人間関係のトラブル、
発達障害（疑い含む）、孤立傾向等。

気になる生徒へのアプローチ

•リストアップした生徒に対し、配置SCによる面談を継続。
被災した生徒のほとんどは「大丈夫です」という感じで、
心配な様子は見せなかった。震災前から気になる生徒から
は自分の思いや不安を聴けることが多かった。
⇒各自の様子に限らず、定期的に面談を設定した。どんな
内容でも、生徒に負担の少ない日常の会話に近い形で話を
聴き、生徒に少しでも安心・安全を感じてもらえるような
働きかけを心がけ、継続した。（担任が話を聴くことも）
～後で教職員と共有し、日頃の対応について確認した。
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Ⅳ．被災した子どもそれぞれの状況
私がこれまで見聞きしてきた中で、

一般的ではないかもしれませんが、被
災した生徒それぞれの状況について
思っていることがあります。

沿岸部に関しては、特に津波によっ
てかなり大きな被害を受けましたが、
その地域の子どもたちは、震災のこと
はほとんど語りません。環境の激変を
目の当たりにしてきていることや、一
緒に過ごした同級生との一体感があっ
たことなども関係しているように思い
ます。それぞれが異なる震災体験を抱えており、東日本大震災を全員が経験していても、そ
の思いはそれぞれ同じようで、同じではないということも感じています。住んでいた地域や
家、家族などが変化し、中には喪失したことも関係があると思います。

沿岸部から内陸部に転校してきた子どももまた、震災についてあまり語りません。今、住
んでいる目の前の景色は以前と全く違い、元々住んでいた景色や雰囲気からは離れたところ
にいると震災というものが感じられず、周囲との温度差を感じたと思います。そういった状
況で、沿岸部から転校してきた子どもは、自分だけが辛く、周りは自分のつらさを全然わか
らないと感じることも多かったと思います。自分の思いを周囲の人と共有できず、孤立感が
深まることもあります。一方で被災地から離れたことを契機に、「もう震災のことは考えな
いようにしよう、思い出さないようにしよう」と、良い意味かどうかは別として、切り替え
てしまった生徒もいたかと思います。

内陸部は、家の倒壊や道路の破損、土砂災害などはあったものの、環境的には沿岸部より
比較的早く応急復旧がなされたように思います。それから、津波よりは地震や放射性物質へ
の恐怖や不安が強い傾向がありました。1 年目はそうでもありませんでしたが、発災 2 年目
以降徐々に震災に対する思いは風化していき、気持ちが日常に戻っていくのは早かったよう
に思います。一方で、震災による様々な変化によって不安定になる子どももいました。

Ⅴ．生徒支援に携わって思うこと
　1．アウトリーチ的なかかわりの意識

震災時の学校における生徒支援の際には、アウトリーチ的な関わりの必要性をよく感じて
います。

私のこれまでの経験では、生徒が自主的に相談に来る場合は、心の準備がある程度できて
おり、相談への動機付けもありますので、カウンセリング関係が成立しやすく、内面や行動
の変容につながりやすいように思います。

しかし、先述したような震災に関する面談などは、私は自主来談を待つというよりは、担
任から「気になる生徒」に声を掛けて来談を勧めていただくことが多く、生徒が自分から相
談したいと希望して来談するケースは基本的に少ないです。生徒本人が相談したいと言わな

被災した生徒それぞれの状況

•沿岸部：震災のことを語らない/環境の激変を目の当たり
に/ともに過ごす同級生との一体感/同じようで異なる震災
体験とその思い/住んでいた地域や家、家族などが変化
•沿岸部⇒内陸部：震災を語らない/元のコミュニティから
離れた/景色が全く違う/震災に対し温度差/自分の思いを
共有できない/孤立感/被災地から離れ、気持ちの切り替え
•内陸部：環境的には早期に復旧/津波より地震が怖い/震災
に関する思いの風化～徐々に気持ちは日常化/変化によっ
て不安定になる生徒も
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くても教員やスクールカウンセラーの
側で相談ニーズがあると考えて来談を
勧めるので、こういう形はアウトリー
チに近いと思っています。具体的には、
日常会話に近い感じで、侵襲的になら
ないよう生徒の状態に応じて話したい
こと、話したくないことを尊重するよ
うにし、最近の学校生活や好きなこと
についての話などをしながら、その合
間に心配なことや気になることが一つ
でも出てくればいいか、というねらい
を持って面談をしています。

内容的には相談とは思えない感じになることもありますが、こちらで生徒の状況に応じて
調整しつつ、生徒の心の安全を保障しながら話を聴くという姿勢が大事かと思います。特に、
先ほどのようなチェックリストを基にしたスクリーニング面談の場合は、このような形の面
談がいいのではないかと思っています。

　2．子どもの心を支えるために大切なこと
子どもの心を支えるために大切なこ

とについて、ある生徒との関わりに関
してお話ししたいと思います。

突然に家族を亡くした生徒に対し、
どのように対応していけばいいか、先
生方もかなり悩んでおられました。ま
ずは家庭訪問をしてその生徒本人や身
内の人と会い、話をするということを、
ずいぶんやっておられました。その生
徒が登校した時に、スクールカウンセ
ラーに会ってもらうのはどうかという
話も出ました。私としては、「その生徒はカウンセラーには話したくないだろうな」と思い
ました。いくらカウンセラーだとしても、初めて会う人に辛い思いや亡くなった家族の話は
しないだろうと思い、私からは、生徒が望むのであればもちろん会うのはかまわないけれど、
できれば普段関わっていらっしゃる先生方（担任や養護教諭など）がその生徒の話を聴く機
会を作っていただけないか、とお願いしました。

私が思ったとおり、その生徒は普段から関わりがある先生方とのお話を選びました。そこ
で、生徒が先生方と定期的に話をするという場を設定し、私が後でその時の話を聞いてコン
サルテーションをする、という形をとりました。先生方が生徒の話や感情を受けとめ、見守
るということを続けるうち、その生徒は少しずつ学校生活に溶け込んでいきました。

人が大切な存在を亡くして辛いときに必要なものは、カウンセリングやグリーフワークで

アウトリーチ的なかかわりの意識

•生徒が自主的に相談に来る場合は、心の準備がある程度
できていて、相談への動機づけもあるため、相談が深ま
りやすい。
•生徒を呼び出して話を聴く場合は、生徒の心の準備がで
きていない可能性もあり、その状況で深い内容を聞くこ
とにはリスクもある。
⇒生徒の状態に応じ、話したいこと/話したくないことを
尊重し、こちらで調整して生徒の心の安全を保障しなが
ら話を聴く、という姿勢が求められる。

生徒の心を支えるために大切なこと

•その生徒の心を、命を支えるために、どんな支援が必要か。
⇒カウンセリングやグリーフワークではないのは明らか。
•生徒に必要なのは、日頃からかかわっている教職員のあた
たかな寄り添い、支え、日常の見守りであると実感。
•配置SCは、必要な時は直接的に支援をするが、そうでな
い場合には黒子として、教職員との連携によって間接的、
側面的に生徒を支援することが望ましいか。
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はないと私は思っています。必ずしもカウンセラーが対応しなければならないわけではあり
ません。大事なのは、日頃からその子どもに関わっている、その子どもが信頼できる先生方
の温かな寄り添い、支え、日常の見守りだと思います。スクールカウンセラーとしては、も
ちろん必要なときには話を聞きますし、スクールカウンセラーが対応して良かったケースも
ありましたが、それだけではなく、適した人が役割を担って話を聴き、受けとめることが大
切で、そうした先生方をスクールカウンセラーが側面的に支援することが重要だと感じてい
ます。

　3．心的外傷後ストレス障害（以下、PTSD）や喪失、悲嘆への対応
PTSD、悲嘆といった課題は、被災地

ではどうしても出てくることで、私は当
時スクールカウンセラーとして、PTSD
の症状に対してどんなことができるのか
と悩みました。PTSD の治療が必要に
なった場合は専門機関にリファーすると
して、実際に勤務校で PTSD 症状を呈
する児童生徒が出たらどう対応すべき
かと、随分と考えました。

私が勤務していた学校に関しては、
フラッシュバックの症状を呈する生徒
が一部いたものの、思っていたほど PTSD 症状を訴える生徒は多くありませんでした。他
の学校の多くも同様の傾向があったと聞いています。ただ、地域や家、家族や友達を失った
ことによる喪失や悲嘆はなくなりませんし、失ったものが戻ってくることもありません。そ
のことについて、スクールカウンセラーができることは少ないという実感はありました。

これは震災直後の支援とも共通していて、カウンセラーとしてというより、人として対応
するしかないと感じています。確かにカウンセリングをしたからといって失った家や地域、
家族が戻ってくるわけではありません。大きい喪失を経験した子どもに対しては、しっかり
と話を聴いて気持ちを受けとめる、ということくらいしかできないと思います。

私自身も沿岸部に住んでおり、被災はしましたが、大変な被災をされた方に比べれば被害
はごく僅かと言っていいくらいです。そういった状況ですので、「私には大変な被災をされ
た方々の思いは絶対に分からない。分からないけれど、少しでも分かろうと努め、思いや気
持ちを受けとめよう」と、いつも思っています。自分にできることはほんの些細なことでし
かないけれど、そういう形で何とか寄り添い、少しでもサポートできないか、と思っています。

また、被災体験やその際の思いと感情、喪失や悲嘆といったものには個人差があり、同じ
地域に住んでいても、同じクラスの子どもでも、隣の家の人でも、個人差はあると思います。
悲嘆みたいなものを扱える時期も、人それぞれ違うと思います。一律の対応で良い場合もあ
るかもしれませんが、それでは不適切な場合もあると思いますので、子どもの状況に合わせ
て柔軟に対応することが望ましいと考えています。

生徒のPTSDや喪失、悲嘆への対応

•震災後にPTSD症状が顕在化したケースは、それほど多く
なかったようだ。喪失や悲嘆の対象は二度と戻らないし、
悲しい気持ちが消えることはない。
⇒配置SCができることは、カウンセラーとしてというより
は人として、話をしっかりと聞き、思いや気持ちを受けと
めることではないか。「わからないけれどわかろうとす
る」という姿勢を心がける。
•いずれも個人差があり、取り扱える時期も人それぞれ。一
律の対応をせず、生徒の状況に合わせた対応がよいのでは。
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Ⅵ．時間の経過による変化
　1．生徒の変化

時間の経過とともに、勤務校の生徒
の様子も変化しました。スライドをご
覧いただければと思いますが、震災後
数年は、震災について知っている、体
験していて記憶がはっきりしている生
徒が多かったです。「口にはしないけ
れど、何かを抱えている」、「とても頑
張っている」、「震災の話題には抵抗が
強い」、「心のケアに関するアンケート
は嫌」という印象があり、やはり震災
の影響があるということは感じていま
した。不適応になった生徒からいろいろと話を聴く中で、表にはなかなか出ませんが、震災
の影響を受けていると感じることもありました。

ただ、ここ数年に関して申し上げると、例えば中学生は当時は小学校低学年か未就学児で、
震災の記憶そのものがないのか、震災の直接的な影響があまりないように見えることが多く
なってきました。よって、震災に関する悩みもほとんど訴えませんが、環境の変化による影
響を感じることはむしろ多いです。幼少期の養育環境や地域コミュニティの変化、家族関係
や親の仕事の変化などが背景にあり、不適応を起こしている生徒がいると感じています。

　2．積み残してきたことをやり直す
学校生活でのつまずきをきっかけに、震災後の経過の中で積み残してきたことをやり直す、

ということがあります。例えば、震災後の大変な状況の中で、親や周囲を慮って甘えたりわ
がままを言ったりせずに「いい子」でやってきた子どもが、身体症状の顕在化や不登校を契
機に、親との関係性の中でそれまで積み残してきたことをやり直していく、ということです。
そういった取り組みを通して子どもは徐々に自分の意志を表現し、それに基づいて動けるよ
うになっていきます。

しかし、こういった時は親も戸惑い、どう対応すればいいかわからなくなります。スクー
ルカウンセラーとしては、親との面談を行って子どもの言動や行動について理解できるよう
に支援するとともに、子どもが積み残してきたことを十分にやり直せるような親の関わり方
をともに考え、それが継続できるよう支援しました。他にも必要に応じて外部の相談機関に
つなぐなど、いろいろと調整しながら、親が子どもを見守り続けることができるように支援
していきました。

震災後の厳しい環境の中で生きてきた被災地の子どもたちにとって、このようなことは珍
しくないと思われます。ようやくそれまで積み残してきたことをやり直せる時期が来たとい
うときに、適切な支援ができることは大切なことだと感じています。

時間の経過による生徒の変化

•中学校においては、震災後数年は震災の記憶が鮮明にあり、
口にはしないが内に抱えこみ、そういった話題に抵抗感を
もつことは被災した生徒に多かった。不適応になっていろ
いろと話を聴く中で、震災の影響を感じることも。
•ここ数年は、震災の記憶そのものがない生徒がほとんど。
不適応になる生徒に、震災の直接的な影響を感じることも
ほとんどない。一方で、幼少期の養育環境や地域コミュニ
ティの変化、家族関係や親の仕事、遊び場の減少等、震災
による変化の影響を強く受けていることが見られる。
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Ⅶ．保護者 /教職員へのサポートの視点
子どもを支援する上では、保護者や

教職員も協働して一緒に支援者となる
ことが大事だと思います。しかし、保
護者も被災し、必死に頑張っている状
況でも、わが子のために何とかしない
といけないと思い、保護者自身が大
変な状態にあることを無視していると
いった状況が見られます。教職員も同
じように、子どもたちのために、たと
え自分が被災していても学校に気持ち
を向けて頑張ってこられました。震災
から 9 年近く経ち、だんだんと無理がたたり、心身に不調が出てきている方もいらっしゃる
かと思います。

二井さんのお話にもあったように、外から来ている人間には「現地のことが分からない」、
「よそ者」といった側面があります。ただ、分からないからこそできることもあると感じて
います。分からないが故に現地の人が不安定になるような状況にあっても同じようにはなら
ず、落ち着いてやるべきことをやりやすいところがあり、そういった点では外部性をもった
存在には意味があると感じます。よって、外部性を持ったスクールカウンセラーとして、常
に上記のような点を意識しながら、必要時に適切に保護者や教職員を支えていくことも大切
だと思っています。

Ⅷ．他職種連携による子ども支援
学校は多職種連携の場です。元々、

様々な職種の人が集まっていますが、
特に東日本大震災のような大規模災害
時には、それが重要な意味を持つと思
います。必要に応じて、医療機関や相
談機関、役所や警察等の外部機関と連
携を図って子どもを支援することが必
要だと思います。

先に述べたような PTSD 症状に関し
ては、治療を望む声は多いと思われま
すが、現状では県内に PTSD 専門の医
療機関がほとんどなく、簡単ではない状況です。それを前提として、スクールカウンセラー
は教職員や外部機関と連携を図り、子どものための支援が少しでもできるようなコーディ
ネートをやっていくと良いのではないかと思っています。

保護者/教職員へのサポートの視点

•保護者も被災して厳しい状況にありながら、生きるため、
子どもを育てるために、様々な思いや不調を抱え込んで
やってきた。その反動が出てくる可能性もある。
•教職員は震災後、児童生徒のために懸命にやってこられ
た。特に被災した教職員は、大きな負担を抱えてやって
きたことによる心身の疲れが慢性化していることも。

⇒SCはそういった視点を常に持ち、必要時にサポートする。
外部性をもった存在としてかかわることに意味もあるか。

多職種連携による生徒支援

•学校自体がもともとは教員、事務職員、用務員、SC、支
援員等の多職種が配置されている場であり、日頃から校
内で連携を図って生徒に対応している。
•必要に応じて、医療機関や相談機関、役所や警察等の外
部機関との連携により生徒を支援することが有用である。
•たとえばPTSD症状が見られても、県内でその専門治療
を受けることは難しいように、希望が100％叶わないこ
とが多い。それを前提として、少しでも生徒のための支
援となるようにコーディネートできればいい。
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Ⅸ．終わりに
震災からもうすぐ 9 年になろうとし

ています。道路や建物の復旧は進んで
きていますが、被災された方々の心の
復興はまだなされていません。震災に
よって様々なことが変わってしまった
影響は今後も続くでしょうし、子ども
たちの心にも何らかの影響を及ぼして
いくだろうと思います。

私たちも被災地や被災された方々の
ことを忘れず、思いを向け、子どもた
ちに必要な関わりを持ち続けることが
大切だと思います。震災から 9 年が経ちますが、被災された方々にとって震災は未だ過去の
ことではありませんし、今も震災の影響で苦しい思いをしている方、つらい状況にある方も
少なくありません。私たちがそういったことを忘れずに、被災地に思いを向け続けることは
大切だろうと思います。このあたりで私の話を終えたいと思います。ご清聴ありがとうござ
いました。

～終わりに～
•震災から9年がたち、道路や建物の復興は進んできたが、
被災された方々の心の復興はまだなされていない。
•震災によって様々なことが変わってしまった影響は今後
も続き、子どもたちにも何らかの影響を及ぼすだろう。
•被災地や被災された方々のことを忘れず、思いを向けて、
子どもたちに必要なかかわりをし続けることが大切。
•SCは教職員らと多職種連携により、子どもに安心・安全
を保障しながら、子どもを含む学校全体をサポートし続
けていけるとよいのでは。
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質疑応答

加藤：講師の方に、会場の皆様からのご質
問にお答えをいただく形で進めていきたい
と思います。それでは、鈴木さんから、お
願いします。

鈴木：スクリーニングテストの調査に関し
て、「子どもが本当のことを書かないと考え
ると、なぜ沿岸部の子どもたちはハイリス
クに該当しなかったのか」というご質問が
ありました。

これに関しては、本当のことを書かない
のは、「そういうこと（震災に関することやそれに伴う自分の気持ち）は話したくない」な
どといった意思の表れではないかと、単純に思っています。その状態でチェックリストに記
入すると、スコアとしては気になるほど高いものにはなりにくく、それで多くはハイリスク
に該当しなかったのでは、と考えています。その子どもはそこに触れられたくないのであろ
うと思うと、私たちからは触れなくてよいのではないかと思っています。また、たとえ症状
が出ていたとしても、その時にそこに触れるのは難しいのではないかと考えています。

震災の影響ということは学校現場でもよく言われています。例えばリストカット、過食嘔
吐、不登校など様々な症状がある中で、それらが震災の影響によるものかどうかにどう焦点
を当てるかという話になるわけですけれども、私は震災の影響の有無を特定したいとはあま
り思っておらず、震災の影響も含めたストレス反応ではないかと考えます。震災の影響もあ
るでしょうが、それだけではないだろうと考え、他のことも含めてアセスメントしていきま
す。よって、その子どもが震災について話をしたいと思えばそこに触れますが、そうでなけ
れば触れないこともあると思います。

医療機関において心的外傷後ストレス障害（以下、PTSD）の治療をする場合は、違います。
医療的な枠組みの中で、患者の同意を得た上で PTSD の治療を進めていきます。学校とい
う枠組みの中でスクールカウンセラーが治療のようなことをするのは危険です。PTSD の治
療をする場合にはしっかりとした医療機関でやっていただくことが大事で、スクールカウン
セラーの立場としては、それは難しいと思っています。

私が外部支援者として考えているのは、「東日本大震災や被災された方々及び地域のこと
をまだ忘れていない」ということです。しかし、私はそう思っていても、被災された方々全
てがそう思っているわけでなく、そのことに嫌悪感を持つ方もいらっしゃると思っています。
被災された方々の思いはそれぞれで、一つの正解があるわけではありません。私もそれなり
に震災体験はありますが、やはり例えば津波で被害を受けた方々とはその体験や思いの水準
が全然違います。外から被災地に入ることになった場合には、そのことを念頭に置き、「自
分の体験や思いはこの地域の方々とは全然違うんだ」ということを忘れないようにすること
が大切です。
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この場にいらっしゃるみなさんの中でも、例えばご自身も被災された方は、私の話を聞い
て苛立ったり、疑問に思ったり、悲しくなったりすることもあるかもしれません。そのこと
については申し訳なく思いますが、人それぞれに様々な思いや考えがあり、それらはそれぞ
れにとって正しい、という思いが私の中で強くなっています。
「PTSD の症状に関して、どういう対応をしているか」というご質問もありました。こ

れについては、学校現場でスクールカウンセラーとしては、受けとめるしかないと思って
います。宮城県に関しては、PTSD の治療を受けたいと希望しても、エクスポージャーや
EMDR のような心理療法的アプローチを行う医療機関や相談機関は県内には少なく、薬物
療法になることが多いのではないでしょうか。学校現場でスクールカウンセラーとしてリ
ファー先を聞かれても、今の私にはそれに対する答えがなく、そうなると学校で受けとめる
しかありません。精神科に繋ぐことで不眠やフラッシュバックが改善するということもあり
ましたが、全てが治癒するというわけでもありません。非常に難しいのですが、そのような
中でも諦めずに「何かできることはないか」という視点で、子どもを支援し続けることが重
要です。自分たちにできる範囲で、「何ができるか」を考え、実践するということを基本と
して対応するようにしています。
「防災教育、また被災地の教職員としての部分、例えば、被災地の教職員が抱える困難、
防災教育の中でフラッシュバックを起こしてしまう生徒への対応」などに関するご質問もい
ただきました。東日本大震災から９年近くが経過し、今目の前にいる子どもたちがどれほど
震災の被害を受けているのかどうか、分かりにくくなってきています。学校においては、全
てが漏れなく記載されているとは限りませんが、引き継ぎの段階で関わる生徒の被災状況や
気になる点についてしっかり確認し、防災教育や避難訓練などフラッシュバックのトリガー
になりそうな事柄に関しては、事前にその生徒や保護者に確認し、対応についても考えてお
いて必要時に適切に対処できるよう準備しておくことが大切だと思います。関係する教職員
で共有しておくことも必要ではないでしょうか。そういった対応は保護者も望んでいること
かと思います。防災教育についても、学校では試行錯誤しながらも懸命に取り組まれていらっ
しゃると思いますが、震災から時間がだいぶ経過し、子どもたちに実際の災害をイメージさ
せながら具体的な避難行動をとれるようにすることの難しさを感じることも多いようです。

震災時に地震や津波で大きな被害を受けた被災地の学校に勤務していた教職員は、被災さ
れた方々の辛さを十分に分かる部分が多く、子どもや保護者について理解した上で適切に対
応されると感じています。一方でその教職員自身も被災されている場合、ご自身も辛さを抱
えながらの勤務となっており、心身に不調をきたしていることも少なくありません。震災後
に被災地外から異動して来た教職員はそれが体験的に分からないことが多いですし、分から
ないことを問題と思わない教職員も少なからずいるかもしれません。そういった状況だと、
子どもや保護者への対応も分からない、ということになります。教職員間の温度差はどうし
ても出てきますので、校長先生が中心となって学校全体でどのように共通理解を図るかが重
要だと思っています。もし学校単位では難しければ、市町村教育委員会が主体となって、異
動してくる教職員と被災地の実情や子どもへの対応について、目線合わせのようなことがで
きればいいのでは、とも思います。細かい点を考えると難しいところも多いのですが、地域
の実情に合わせてやりやすい方法で、教職員が被災地の状況や子ども及び保護者への対応に
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ついて共通理解を図れるような取り組みができるとよりよいと思います。
「震災体験に関して」のご質問もいただきましたが、そこはやはり皆人それぞれ、違うよ

うに思います。同じ地域の人でも、お互いの体験や気持ちについて分からないところがある
のではないかと思います。隣の人との間でも、家族の中でも、本当に一人一人が違うのです。
よって、「それぞれの震災体験について分からない」ということについては、被災地の外か
ら来た人はもちろん、おそらく同じ被災地の中に住んでいる人も同様であり、その違いに戸
惑い、傷つく人は、かなりいらっしゃるのだと思います。そういった状況をしっかりと把握
しておくことは、被災された方々とかかわる上でとても大切なことであると強く感じており、

「分からないけれど少しでも分かろうとする」姿勢が大切であると私が思っている理由でも
あります。

加藤：ありがとうございました。二井さん、お願いします。

二井：いろいろなご意見やご質問をいただ
き、ありがとうございます。

最初に、「愛着の問題と PTSDは重なる領
域が広いですが、親もしくは子どもの問題
行動が正しいかはさておき、そのアセスメ
ントをする際に留意していることをお聞き
したい」というご質問についてお答えしま
す。

愛着、震災の PTSD、あるいは元々持っ
ている特性などが重なっているところが大
きいと思いますので、私もとても難しいと
ころだと感じています。例えば、保育所などへの巡回相談で、「このお子さん、どうですか」
と言われて、見させていただくことがあります。本当に短い時間ですし、かつ私自身も勉強
不足で見るポイントがまだ分かっていないところがあり、その上、お子さんの背景の情報も
それほど多く得られないと、非常に難しいと感じます。ですから、「このお子さんは、こう
ですね」とすぐに言えるものではないという悩みはいつもあります。

アセスメントをする際は、できるだけ日ごろそのお子さんを見ていらっしゃる保育士さん、
それから可能な場合は、親御さんにもお話を聞き、普段の様子、家と保育所での様子の違い、

「どういう時に、どのような行動が出るのか」といった情報をできるだけ多く集めます。そ
して話し合いをした上で、全て仮定にはなりますが、「発達の課題がある可能性があるかも
しれないけれど、一方で、震災の影響で幼少時に十分このようなことができなかったという
可能性もあるかもしれない」といったことを、お伝えします。その後については、保育士さ
んや保健師さんにそのお子さんを見ていただく形になりますけれど、そのお子さんのことを
一緒に考えるきっかけという部分で、関われたらいいと思っています。

私自身、これからも勉強しながらやっていけたらと思っています。ですので、私自身がそ
のお子さんの背景となる情報をできるだけ集めるだけではなく、支援者の方にもこれからも
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背景となる情報を集めてもらったり、親御さんとの関係を深めていただいたりして、皆でお
子さんを一緒に見ていこうという雰囲気を作っていただけるようにしています。

次に、臨床心理士をしていらっしゃる方からの「今なお遠方に出向き支援活動を継続する
に当たり、ご苦労された点、継続されてきて良かった点などありましたら、教えていただけ
ますでしょうか」というご質問にお答えします。

私は年に数回でしたが、“S－チル”さんや県からの力強いバックアップを受け、仕事とし
て行かせていただいていたことは、これまで続けてこられた原動力になったと思います。

苦労した点はやはり、外からチームの中に入っていくことです。私はそこが 1 番気になり
ました。「受け入れてもらっている」と感じられるまで、数年かかりました。最初の数年間は、

「迷惑に思われているのではないか」と思い、被害的な感じがしていました。でも、一緒に
ひとつひとつの相談に取り組んでいくうち、町の方々に少しずつ心理相談の位置付けのよう
なものを認識していただけるようになっていきました。

良い点は、派遣されている町は、とても豊かな土地で、景色も良く、空気もきれいで、晴
れている時などは非常に気持ちがいいということです。県内に豊かな土地があると知る良い
機会になりましたし、道の駅などに寄るのもとても良い体験になりました。そこに行くこと
が嬉しいですし、町の方々が温かく、良い出会いをたくさんいただいていると感じます。そ
れも、大きな、そして良い動機になっていると思っています。その他、他の職種の方々から
学ぶことが非常に多いので、これからも学ばせていただきたいと考えています。

それから、次のような大変貴重なご意見もいただきました。「失敗談のところでお話しさ
れていたことですが、現地のスタッフの思いやそれまでの関わりはあるにしても、よそから
来た人だからこそ相談できることもあって相談したのではないかな、と感じました。その場
合、保護者や本人がどう望んでいて、どうその方が持っている力を高めるかという点で話し
合いができたほうが良いと思うので、必ずしも現地のスタッフの思いを最重要視しなくても
よいのではと思いましたが、そのあたりの匙加減が必要ということなのでしょうか。いずれ
にしても、よそからピンポイントで派遣依頼されてお仕事をするというのは大変だと思いま
した」

ご報告の中で一例として挙げましたが、「これは本当に大変だ」と私は感じたケースに関
しては、後で振り返って、「今、どうしているんだろう」、「あの時、こうしていれば…」と
いうのは、やはり思います。

その相談を受けた時は、「私はチームにまだ受け入れられていない」という気持ちがとて
も強い時期で、その個人的な気持ちが働いてしまったところが大きく、「まずいことを言っ
てしまった」などと考え、相談者をベストの方向に導くための配慮が十分ではなかったと思っ
ています。使える相談資源はお伝えしたので、「覚えてくれるといいな」と願いつつ、保健
師さんたちとの関係も少しずつ強めていただければとも思っています。ですので、私自身の
思いも絡んでおりましたが、そのあたりの匙加減に関しては、現地のスタッフとの協力の仕
方、それから私自身に少々足りない、自分の思いをきちんと伝えていくというところをもう
少し頑張っていきたいと思っています。
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大和田：いろいろなご質問やご意見をいた
だき、ありがとうございます。とても多く
のご意見、あたたかいお言葉・コメントを
いただき、非常にありがたいと思っていま
す。たくさんのご質問をいただきましたの
で、どれだけ答えられるかは分かりません
が、見てみて、大きく分けると 5 つくらい
かと思いました。

1 つ目です。「子どもの話を聞く時に注意
すること」について、ご質問がありました。
基本的な姿勢に関しては、おふたりの先生
方がスライドでお話しされたことと同じようなこともあります。大前提としては、私たちは
相談機関ですので、相手の考えを否定することはありません。こちらの意見を押し付けるこ
ともしないようにしています。お子さんの感情を大事にし、「この子はどんなことを言おう
として、どういうふうに表現しているのか」ということを大事にしてお話を聞くようにして
います。

中学生、高校生くらいですと比較的、言葉で表現できますが、小さいお子さんですと、こ
ちらが本質的なことを聞きたいと思っても、うまくかわされたり、「こっちがやりたい」と言っ
て遊びの方に逃げたりするので、その時は、遊びの方に行ってもいいけれど、一人で遊ぶの
ではなく、一緒に考えることも含め、「あなたと一緒に過ごす大人だよ」、「あなたの味方だよ」
ということをできるだけ伝えるようにしています。

幼いお子さんほど、気持ちを表現する単語や言葉と、気持ちがマッチしないことが多いで
す。そういう時にはやはり、周りの大人、例えば保育所に通っている場合は保育士の先生方、
それから親御さんも、そのお子さんができるだけ自分の気持ちを表現できるように、「こう
いうことかな ?」と思うことを、代弁して下さるようにお願いしています。すぐにはマッチ
しなかったとしても、「こういうことかな」と考えて大人が代弁し続けると、お子さんが気
持ちにマッチした言葉を覚えていくと、自然にお話をしてくれるようになりますので、その
タイミングを大事にして下さるようにお伝えしています。良い表現だけではなく、「嫌だ」、「痛
かった」、「寂しかった」といったマイナスの表現も含め、気持ちを表現する言葉を大切にし
てほしいと思っていますし、こちらとしても、そこを大事にしています。

2 つ目のご質問は、「セルフケア」に関してです。「自分のことをどうしていましたか」、「そ
んなに大変だったのに、どのように処理してましたか」というご質問をいただきました。

セルフケアについては、私たちのところはスタッフが少ないながらも、私を含めて 3 人の
心理職がいるという大変大きな強みがありますので、いろいろなことが起こっても、皆、必
ず事務所に戻ってそれを吐き出すことができました。グチ、不満など、全てその日のうちに
吐き出すようにしました。周りのスタッフは皆、優しいので、それを聞いてくれました。否
定せず、「そうか、そうか」となだめてもくれました。ただ、そうはいっても進めなければ
いけないことは進めなければいけませんので、感情は感情として処理し、1 回気持ちをスト
ンと落とした後に、「では、このケースは、どのようにしたらよいのか」と考え、周りの方々
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と建設的なお話ができるように作戦会議などもしました。
3つ目のご質問は、「支援者支援」に関してです。大人へのサポートもしておりますので、「支

援者側への支援というのは、どういうことをしていたのか」というご質問がありました。
地域連携にも、システムというところにも繋がってきますが、私はずっと陸前高田市に入っ

ておりますので、陸前高田市のいろいろな方々と顔が繋がりました。学校の先生も市の職員
の方々も当然、異動などはあるのですが、異動先で、他の方々に「口コミ」のような形で児
家センの機能を伝えてくれたり、「こういう時には、児家セン大洋を使った方がいいのでは、
繋いだ方がいいのでは」と提案して下さったりと、非常に頼りにしていただいていました。

その内容として、例えば、つながりにくい保護者への対応について、保護者の様子をうか
がい、どのような伝え方をして、紹介先をつなぐかを一緒に検討したり、地域の気になる家
庭の様子をうかがい、どの機関にどのようにつながるか、あるいは家庭をつなげるかなどを
一緒に考える作業等をしたりしています。震災に関連することや、発達に関することでは、
アセスメントのお手伝いをすることもあります。

顔と顔が繋がることはとても大事で、「自分は、どういう立場にいて、何ができるか」を
伝えておくことが重要です。何をしてくれるかが他機関の支援者に分かってもらえると頼っ
てくれますし、お互いを分かり合っている支援者同士になると、その人の「人となり」もだ
んだんと分かってきますので、「この人には少し愚痴を言ってもいいかな」といった雰囲気
が生まれ、お互いに感情の部分が出てきます。それで、「そうだよね、そうだよね」と言い
ながら、でも一方で、「じゃあ、このケースをどんなふうにやっていこうか」、「あなただったら、
どういうことができるか」といった感じで考えながら進め、「やってみて、どうだったかも
教えてね」ということもしていきます。それから、これは地域で繋がっているからこそのメ
リットではないかとは思っていますが、「言って、終わり」ではなく、「言った後、どうだっ
たか」ということも見ていきます。こんな感じで、「繋がる体制」みたいなものが出来てき
たことは、強みだと感じています。

4 つ目のご質問は、「保育者さんや親御さんといった大人のアセスメント」に関してです。
「児童家庭センターに繋がるまでに、大人が既に悲嘆している。それに対してどのようなサ
ポートがあるのでしょうか」というご質問をいただきました。

私たちのセンターに繋がる時は、子どもが主体で子どもを介して繋がりますので、まずは
子どものアセスメントをします。二井先生もおっしゃっておられましたが、その時に、背景
的なところも含め、「お子さんは、それをどのような場面で出すか」も親御さんから聞きます。
その面談の中で、親御さんがどう感じ、どう考えていらっしゃるか聞きながら、親御さんの
アセスメントも含め、言葉の端々から察したり、1 回でなく何回かお話を伺っていく中で深
く聞いていったり、「親御さんはこのように捉えていらっしゃるのだ」と把握しながら進め
ることもあります。

先ほどの地域連携の話でも触れましたが、地域にご存知の方がいらっしゃる場合は、そこ
から情報をもらうこともあります。ただ、私たちは守秘義務がありますので、周りの方から
情報をもらいたい時には、親御さんないしは子どもさんに、こういう理由で聞いてもいいか、
と必ず聞きます。そうしないと、「誰がそんなことを言っていたのか」となり、相談者とこ
ちらとの関係が崩れることもありますし、相談者と地域の方との関係も崩れることも考えら
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れますので、その点には非常に配慮しながら相談を進めています。
最近は、地域連携について考える機会が多くあります。言葉では簡単に言えますが、実際

にはどういうふうにしたら、上手にあるいは丁寧に繋げるか、また当事者が過ごしやすい環
境を作れるかなどを十分に考えながら進めています。医療も教育も福祉も全ての分野で、誰
でもいいから、窓口になる人と必ず繋がっておき、自分が潤滑剤になりながらやり取りでき
れば、と思っております。また、人が変わっても問題がないように、同じ分野内で情報を共
有してもらった上で次の人に引き継いでもらえれば、「人は知らないけれど、名前は知って
いる」という感じになって何となく覚えていてくれます。そして、見学に来て下さったり、
私も訪問したりして、「ぜひ、お会いしましょう」ということになるので、泥臭い感じがし
ますが、そういうことが実は大事なのではないかと思いながらやっています。

5 つ目ですが、「発災後にどのような支援をされたか、もう少し詳しく聞きたい」という
ご質問をいただきました。時間の関係で、詳しく、また多くのことをお話しすることはでき
ませんが、陸前高田市は報道にありましたように、支援に入った時は、市役所の機能が停止
している状態でしたので、「誰に何を言って良いか、誰も分からない」という「スーパーカ
オス」な状態でした。ですが、「医療に関しては、この人」、「保健師さんの主軸になる人は、
この人」など、県は必ず主となる人を置いていたように思います。その主となる人が分かる
までは、避難所、1 番大きい避難所は高田一中さんだったんですが、そこの代表者の方や自
治会長さんのような音頭取りをしてくれている人は必ずいらっしゃいましたので、そういう
方々に、自分たちがどこでどのように活動したら良いか聞くこともありました。自分たちが
出来ることを伝えたり、それがニーズに無い場合は手伝えること等聞き、活動に参加した状
況でした。

少し時間が経ってからボランティアセンターが立ち上がりましたので、そこに行ってボラ
ンティア登録をしてから支援に入りました。自分が何者かは必ず明らかにするようにしてい
ました。狭い地域だからこそ知らない人が来ると、「お前、誰 ?」と言われることはよくあ
ります。良くも悪くも変な人には入ってきてほしくないのは、皆、同じだと思いますし、そ
ういう警戒心は当然だと思いますが、今、振り返ると、震災があったからこそ敏感になって
いたのではないかと感じます。「どういうところにどういうふうに入ったら、嫌がられない
か」を考えながらその時に求められることをしていたように思います。

その他には、「『気になる子どもがいる』と言ってから、行くのか ?」というご質問もいた
だきました。これについては、所属していた「心のケアチーム」では、保健師さんが必ず各
家庭を訪問し、避難所も回っていらっしゃいました。それが掘り起こしのようなものになり
ました。そして、保健師さんから「心のケアチーム」に、「訪問で少し気になるケースがあっ
たので、繋ぎたい」といった感じの依頼が入り、それから私たちが動くという形でした。介
入の仕方はつないでくださった保健師さんと協議し、ニーズに応じて動くようにしていたと
思います。

加藤：大和田さんは地域の中で支援に入った時であっても、連携というところの難しさを感
じながら工夫をなさっていたようです。また、鈴木さんと二井さんは、「外から入る」とい
う自分の立ち位置をとても敏感に感じながら、被災地でどのように受け止めてもらうかを常
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に考えておいででした。ひとつ、私の方から聞かせて下さい。鈴木さんと二井さんは、「嫌
がられていないか」、「迷惑になっていないかな」という心配が、少しずつ、「馴染んでいる
かもしれない」、「一緒にやっていけるかもしれない」と変わっていったところには、どんな
ことがあったのか」について教えていただけますか。何かご自分がなさった工夫でもいいの
で、教えていただけるとありがたいです。

二井：私は、2、3 年はなかなか
中に入れないと感じていました。
もう少し長かったかもしれませ
ん。自分が非常に被害的になっ
ている感じもおそらくあったの
だと思います。「自分には分から
ない」という変な感じがあった
と思います。

3、4 年経って、例えばカンファ
レンスで他のスタッフが言った
ことに対して、「私もそう思いま
す」というように共感したり、「同じ見立てを持っている」と思っていただくことが何度かあっ
たりしたこと、その他、ちょっとした挨拶やお話の積み重ねで顔が繋がってきたっていうこ
とも関係があると思います。「同じ人がいつも来てるな」と何となく思っていただける感じも、
だんだんと増えてきました。

でも、今でも、「先生」と呼んでいただいています。「先生」ではなく、「さん」にしても
らおうかと思ってはいるのですが、そういう機会を逃してしまっています。外から来ている
という意識は持ちつつ、チームでやることも大事にしていきたいと思っています。

鈴木：私はスクールカウンセラーですので、どの学校でも、「どの時点で受け入れてもらえ
るかな」と意識することはあります。沿岸部の学校に関しては、受け入れてもらえるまでに
3 年ほどかかったように思います。地域性も少し関係があるかとは思いますが、やはり「3
年くらいはかかるかな」という感じがしています。

これといったきっかけは、特に思い浮かびません。仲間外れにされているわけではありま
せんが、どういう人かと様子を見られているような感じが続き、先生同士の会話に入れても
どこか距離を感じ、「よその人だと思われているんだな」と感じる日々が続きました。それ
が 3 年目の終わり頃になると、ようやく「内の人」みたいになってきたと感じました。毎週
勤務しながら、「まだ受け入れてもらえていない」という状況に耐え、周囲に合わせながら
も焦らずにその場所に居続けることを大切にするよう心がけました。学校だけでなく地域に
もなじんでいくのが大事だと考えておりますので、よその人間ではありますが、地域の話題
を常にチェックし、話題についていくといったことを心がけ、教職員の関係性の中に入ろう
とすることが必要だと思いました。私自身のことを理解してもらい、受け入れてもらうまで
にはある程度の時間が必要で、そのためにはこちらからの働きかけを切らさず続けていく必
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要があると、今は感じています。

加藤：自分が何者か、どういう立場で何ができるかを、何回でも伝えていかないと、なかな
か連携はできないということですね。大和田さんも、何か少し言葉を足していただけますか?

大和田：震災前 1 年くらいしかいなかった場所でしたので、当時、私は 2、3 人くらいの限
られた方々としか繋がっていませんでした。言ってみれば、私も外部の人間に近い感じでし
たが、それこそ足繁く通い、また御用聞きまではいかなくてもそれに近い感じで、窓口になっ
ている人に、「必ず、ここにいる人だ」、「こういうことをしてくれる人だ」と分かっていた
だくようにしました。そうすると、あちらから、「こういうことで相談してもいいんですか」
というふうに言ってもらえるようになりましたので、そこが大事なポイントだと思いました。

ただ、市役所も役場も 2 年くらいで人事異動があり、おそらくこれは全国的な傾向かと思
いますが、家庭児童相談員に至っては、臨時職員やパート勤務の職員のため 1 年で変わると
ころもあります。そうなると、実は私自身もそれほど人間関係を作るのが得意でないところ
があり、慣れるまでは結構ドキドキするのですが、仕事上、そういうことも言っていられま
せんので、そこは割り切り、「こういう仕事をしている所なので、ぜひ使ってください」と
お伝えし、どんどんアピールしています。

加藤：ありがとうございました。その地に入るまでにも、馴染むまでにも、何年も時間を使っ
て、そして、「必ずここにいるよ」というメッセージを伝えていきながらようやく繋がって
いける、馴染んでいけるというそういう仕事なんだなということを、今日はとても強く感じ
させていただきました。

皆さんからもたくさん質問をいただき、ありがとうございました。そして長時間にわたり
ご参加いただき、大変ありがとうございました。
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アンケート結果（有効回答35名）
【質問１】このたびのシンポジウムをお知りに
なったきっかけを教えてください　

【質問３】あなたの年齢を教えてください

【質問２】あなたの性別を教えてください

①支援室からの
案内（チラシ）

42.9％③知り合い
からの情報
22.9％

④その他
17.1％

②ホームページ
を見て
17.1％

女性
88.0％

男性
12.0％

【質問 4】あなたのご所属（勤務先）を教えてください
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【質問５】本日のシンポジウムはいかがでしたか

0

5

10

15

20

25

30

【質問６】シンポジウムの所要時間はいかがでしたか
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【質問７】シンポジウムの内容はいかがでしたか
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【質問８】今回のシンポジウムを受けて、震災に関わる心理士の現状について
理解は深まりましたか
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【質問9】今回のシンポジウムを受けて、今後の活動に活かせそうですか
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質問 10　今回のシンポジウムで印象に残ったこと、学んだことは何ですか
「外部の人間だからこそできることがある」という点と、一方でそのコミュニティーにもともとあるネッ
トワークの力を活かすことのバランスが重要だと感じました。

外部から入る方々の心理的負担 ?や心がまえについていろいろ伺えてとても有意義でした。

外部性としての存在、その意味について自分を振り返る機会になりました。

被災地に外部から入る心理士の振る舞い方。

外部性のもつ意義について

内部性の役割と外部性の役割があり、それぞれの支援が被災者にとって支えになること

現地で震災当時から活動されている方、外部からの支援に携わっている方、両方のお話を聞くことが
できたことが印象的でした。

シンポジストの皆さんが真摯に謙虚に仕事をしていらしたことにうれしく思いました。

それぞれの立場で被災地で活動されてきたことを知ることができた。

支援者の心理について考える機会になりました。

質疑の時間がとても勇気づけられます。

震災から 9年経った現在の様子を学んだ。

心の安心、安全の保障をすること、関わり続けていくことが本当の支援だと感じた。関心をもちつづ
けること。

支援する環境や対象に人々の変化に伴い、支援する側が柔軟に変化していたこと。

震災から時間が経ったからこその変化が様々な立場の話から分かった。

子どもたちや親の震災の影響や 9年経つ今までの経過、変化、それに対するケアや支援を学ぶことが
できた。子どもの話の聞き方が印象的だった。

“人とのつながりは災害にも勝つ”というのがとても印象的でした。職種、立場に関わらず、日頃から
人とのつながりを大切に生きていくのが大事だと感じた。

一般論と個別対応の関係（難しいが関わりたい）

子どもの状況と震災の影響を関連づけて説明することは分かりやすいデーターがあるわけではなく難
しいかもしれませんが、災害などを問わず不安定な子どもに対して各機関や地域のつながりが効果的
なのだと思いました。

現状について具体例、数値、引用文献も交えて話して下さり、とても分かりやすかったです。自分の
立場への細やかな心配りの大切さを実感しました。

直接震災を経験していない子どもの親のイライラやうつを通じて心に影響を受けていることが分かり
ました。

震災の時、大人たちも大変だったこと。
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震災後、母子避難をしました。ご講演頂いた皆さま、チームを組んで支援されていたことをお聞きし、
いろいろ助けて頂いていたのだと改めて思いました。まだまだ自分自身が震災の全部を受け止めきれ
ずに小、中学生の子供たちを子育てしてきましたが、このような取りくみ、ご支援のおかげで心理士
に興味を持ち、その道を進もうと娘がしています。カウンセラーさんの話をその当時していましたが、
どのように見守って頂けていたのか知ることができて良かったです。

心理士としての専門性を持ちながら、その場のニーズに合わせて柔軟に応じられる、または必要性を
見立て、言葉で説明できる力が求められていると強く感じました。改めて難しい仕事だと思います。
各職場での心理士の専門性とはという部分も、もう少し伺えれば良かったです。

鈴木先生のお話は現場の教員として、すとんと落ちる感じがありました。教員の立場で、今やってい
ることは意味があるのだなと思いました。

二井先生が地域性や多職種との連携をとても大切にし、親がおかれている環境をよく考えながら支援
していることに感銘を受けました。鈴木先生も日常的に生徒と関わっている教員を支えることを大切
にされており、外部の心理ができることできないことをしっかりと考えておられるところに感銘を受
けました。

今日報告された大和田綾子氏の内容が私も現在 SCをしている中で同じような体験をすることが多く、
共感してお聴きしました。
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質問 11　今後、どのような形で活かしていきたいと思われますか
我々の団体でも学生との定期面談を行っています。【質問 10】に記載したことや、「相談における関わ
り方」についてお話しいただいた点を活かしていきたいです。

現場で、ケースの場面で、参考にしたいと思う。

協働が大切だと考えるので、子どもの支援を共に実施する仲間として今後も支援にあたりたいと思い
ます。

本当のことをアンケートで答えないのではなく、言いたくないんだな、という視点を持つことができ
ました。

現場で心に持ちながら。

今後益々震災体験は風化していくと思うので、話したいときはいつでも語れる存在でありたいと思い
ました。

保護者との接し方や面談の時に配慮したい

震災報道、取材では、子どもに対してはいつも十分に気をつかうようにしているが、今回学んだこと
を踏まえ、より深い取材につなげられたらと思う。

外部から入る立場、経験していない立場としてお話を聞く際には、自身の構えを自覚し、「分からない
けど分かろうとする」姿勢を保ちたいと思う。

将来、自分の働く場を考える際に、その仕事に対する役割イメージにとらわれず、それをその時自分
にできることを考えて実行してみる姿勢が大切だと思いました。

震災後の子どもの変化や遺児の取材をしたいと思っています。

震災、地域の影響等周りからの影響を常に意識する視点、自分の発言、ふるまいの影響を見直してい
きたい。

地域の社会資源との連携を積極的に取っていきたいです。

現場で（一期一会の積み重ね）

子ども支援には必ず親支援が求められるので、親支援を行っている活動に生かしていきたい。

日頃の業務でその人がおかれた環境（地域制、校風等）と自分自身の立場、相談で望まれていること
を再点検したいと思った。内の人であっても他者性、個別性を大切にすることが必要なのでないかと
思った。

自分の研究に活かしていきたい。また、震災を受けた子たちとの接し方に活かしていきたい。

子どもの PLAYを通しての関わり方は参考になった。

卒論

鈴木先生がお話ししていました積み残してきた事のやり直しがこれから私たち親子に必要だと思いま
した。その時が来た時の心づもりをこれからしておきたいと思います。受け止められるようにだけは
したいと思います。

震災支援に携わることはもちろん、直接ではなくてもその影響をうけた方に対する支援をするにあたっ
ていかしていきたいです。
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質問 12　その他、ご意見・ご感想・ご要望などございましたら、お願いいたします
具体的な事例を入れてお話しいただいたので、振り返って考えることができました。ありがとうござ
いました。

毎回有意義な研修の機会をいただき、本当にありがとうございます。

自分自身被災し被災校におり、今やっと少し外から見られる（感じる）場所におりますが、やっと、冷静にき
いていることができた、と感じます。冷静に感じるということは震災のことを素で感じるということでもあり、
とてもソワソワします。

3名の現場で働く心理士の方から貴重な話を伺うことができ、非常に勉強になりました。今後も是非シンポジ
ウムがあれば積極的に参加させて頂きたいです。

毎回確認できるところ、新たな気づきがあり、参加して良かったです。次回も参加したいと思います。

シンポジウムなので、3人の先生方がそれぞれへの質問にお答えになるだけでなく、１つのテーマについて、
それぞれの意見をやりとりしながら展開していくのも拝見したかったと思いました。ありがとうございました。

心理の仕事が震災のような時にどうかかわることができるのか、難しさを感じた。

大変勉強になりました。ありがとうございました。

＊�シンポジウムの運営についての具体的なご意見もいただきました。ご意見は震災子ども支援室
内で共有し、今後の活動に活かしていきたいと思います。誠にありがとうございました。
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